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取扱説明書

DUAL BAND FM TRANSCEIVER

この無線機を使用するには、総務省のアマチュア無線局の免許が
必要です。また、アマチュア無線以外の通信には使用できませ
ん。この取扱説明書は、別売品のことも記載していますので、お
読みになったあとも大切に保管してください。



はじめに
このたびは、IC-2720/IC-2720Dをお買い上げいた

だきまして、まことにありがとうございます。
本機は、VHF帯(144MHz)、UHF帯(430MHz)の2

バンド＋118.000～999.990MHzの広帯域をカバー
するデュアルバンドのFM/AM(受信のみ)トランシーバー
です。
ご使用の際は、この取扱説明書をよくお読みいただき、
本機の性能を十分発揮していただくとともに、末長くご
愛用くださいますようにお願い申し上げます。
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安全上のご注意

安全にお使いいただくために、
必ずお読みください。

¡ここに示した注意事項は、使用者および周囲の人への危害
や財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくお使い
いただくために、守っていただきたい事項を示しています｡

¡お読みになったあとは、大切に保管してください。

■無線機本体について

R危険

下記の記載事項は、これを無視して誤った
取り扱いをすると｢使用者および周囲の人
が、死亡または重傷を負う危険が差し迫っ
て生じることが想定される内容｣を示して
います。

¡引火性ガスの発生する場所では絶対に使用しないでくださ
い。
火災、爆発の原因になります。

R警告
下記の記載事項は、これを無視して誤った
取り扱いをすると｢使用者および周囲の人
が、死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容｣を示しています。

¡民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、業務用無線局
および中継局周辺では絶対に使用しないでください。
運航の安全や無線局の運用、放送の受信に支障をきたす原
因になりますので、電源を切ってください。

1

R警告
下記の記載事項は、これを無視して誤った
取り扱いをすると｢使用者および周囲の人
が、死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容｣を示しています。

¡電子機器の近く(特に医療機器のある病院内)では絶対に使
用しないでください。
電波障害により電子機器が誤動作、故障する原因になりま
すので、電源を切ってください。

¡煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のま
ま使用しないでください。
そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因になりま
す｡
すぐに電源を切り、煙が出なくなるのを確認してからお買
い上げの販売店、または弊社各営業所サービス係に連絡し
てください。

¡DC電源ケーブルを接続するときは、プラス+とマイナス
_の極性をまちがえないように十分注意してください。
火災、感電、故障の原因になります。

¡DC電源ケーブルやプラグが傷ついたり、プラグの差し込
みがゆるいときは使用しないでください。
ショートして発火の原因になるおそれがあります。

¡DC電源ケーブルのヒューズホルダーを絶対に切断しない
でください。
ショートして発火、火災などの原因になります。

¡指定以外のDC安定化電源は使用しないでください。
火災、感電、故障の原因になります。
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R注意
下記の記載事項は、これを無視して誤った
取り扱いをすると｢人が傷害を負う可能性
が想定される内容、および物的損害だけの
発生が想定される内容｣を示しています。

¡長時間使用すると、放熱器の温度が高くなります。
身体を触れないでください。火傷のおそれがあります。

¡子供や周囲の人が放熱器に触れないようにご注意ください。
火傷のおそれがあります。

¡製品の上に乗ったり、物を置いたりしないでください。
落ちたり、倒れたりして、けが、故障の原因になることが
あります。

¡電源ケーブルや接続ケーブルを抜き差しするときは、必ず
プラグの部分を持って行ってください。
感電やショートして発火の原因になるおそれがあります。

¡機器用プラグに金属片やゴミを付着させないでください。
ショートして発火の原因になるおそれがあります。

¡直射日光のあたる場所やヒーター、クーラーの吹き出し口
など、温度変化の激しい場所には設置しないでください。
変形、変色、火災、故障の原因になることがあります。

¡清掃するときは、シンナーやベンジンを絶対使用しないで
ください。
ケースが変質したり、塗料がはげる原因になることがあり
ます。
普段はやわらかい布で、汚れのひどいときは水で薄めた中
性洗剤を少し含ませてふいてください。

¡マイクロホンを接続するときは、指定以外のマイクロホン
を使用しないでください。
故障の原因になることがあります。
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R警告
下記の記載事項は、これを無視して誤った
取り扱いをすると｢使用者および周囲の人
が、 死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容｣を示しています。

¡線材のような金属物を入れたり、水につけたりしないでく
ださい。
火災、感電、故障の原因になります。

¡この製品は完全調整していますので、分解、改造しないで
ください。
火災、感電、故障の原因になります。

¡車を運転中は、大きな音量で使用しないでください。
踏切の警報や他の車のクラクション、その他の警報が聞き
とれず、交通事故の原因になるおそれがあります。

¡大きな音量でヘッドホンやイヤホンなど使用しないでくだ
さい。
大きな音を連続して聞くと、耳に障害を与える原因になり
ます。

¡運転中は、本機の操作をしないでください。
交通事故の原因になるおそれがあります。

¡DC電源ケーブルを傷つけたり、加工したり、無理に曲げ
たり、ひっぱったり、ねじったり、加熱しないでくださ
い。
ショートして発火の原因になるおそれがあります。

¡雷が鳴り出したら、機器やアンテナ線、DC電源ケーブル
には、絶対にさわらないでください。
感電事故の原因になるおそれがあります。
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その他取り扱い上のご注意
¡電源を接続する前に、必ずこの取扱説明書をよく読んで、
電源電圧を確認してください。

¡長時間使用しない場合は、安全のため、電源を切ってお
いてください。

¡本装置は、厳重な品質管理のもとに、生産・出荷されて
いますが、万一ご不審な点、お気づきの点などがござい
ましたら、できるだけ早く、お買い求めいただいた販売
店、または弊社営業所へお申し付けください。

¡本装置の仕様は、日本国内向けとなっていますので、海
外では使用できません。

電波を発射する前に
障害が自局の電波によるものと確認された場合、無線機やア
ンテナ系を点検し、障害に応じて弊社サービス窓口やお買い
上げの販売店などに相談し、適切な処置をしてください。
受信側に原因がある場合、障害対策は単に技術的な問題に止
まらず、ご近所付き合いなどで、むずかしい場合もありま
す。
日本アマチュア無線機器工業会 (JAIA) 、および(社)日本ア
マチュア無線連盟 (JARL) では、電波障害の対策と防止につ
いての相談窓口を開設しておりますので、対策にお困りの場
合はご相談ください。

日本アマチュア無線機器工業会 (JAIA)
〒170 - 0002 東京都豊島区巣鴨1-10 - 5

第2川端ビル
TEL 03 - 3944 - 8611

(社)日本アマチュア無線連盟 (JARL)
〒170 - 8073 東京都豊島区巣鴨1-14 - 5

TEL 03 - 5395 - 3111

電波を発射する前に
アマチュア局は、自局の発射する電波が、テレビやラジオの
受信に障害を与えたり、障害を受けているとの連絡を受けた
場合は、ただちに電波の発射を中止し、障害の有無や程度を
確認してください。

参考　無線局運用規則　第8章　アマチュア局の運用
第258条　アマチュア局は、自局の発射する電波が
他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、若
しくは与えるおそれがあるときは、すみやかに当該
周波数による電波の発射を中止しなければならな
い。 以下省略
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HM-118N�
(付属品)

コントローラー�
本体(セパレート接続パネル)

OPC-1154/3.5m(付属品)

プラグ�

※設置条件(座席の下またはトランクルームなど)により、下記の別売品を用意しています。
¡OPC-440 ：マイク延長ケーブル (5m)
¡OPC-647 ：マイク延長ケーブル (2.5m)
¡OPC-441 ：スピーカー延長ケーブル (5m)
¡OPC-1156：コントローラー延長ケーブル(中継コネクター付き) (3.5m)
(付属品のコントローラー延長ケーブルにOPC-1156を追加することにより、ケーブルの長さが 7mになります。)

Dコントローラーと本体の接続
本機はコントローラーと本体を分離した、セパレート方式です。
付属のコントローラーケーブル(OPC-1154 / 3.5m)により、本体とコントローラーを分離して設置できます。
分離したコントローラーは、付属品のコントローラーブラケットで、お好みの場所に設置できます。

■コントローラーの接続と設置

Dマイクロホンの接続
本機は、マイクコネクターをコントロー
ラーと本体に装備しています。

マイクロホンの接続プラグを、コントロ
ーラー、または本体のマイクコネクタ－
に差し込んでください。
“カチッ”と音がするまで、奥の方へ差し
込みます。
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¡別売品のMB-65を使用して取り付ける場合
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1 設置と接続

¡付属品のMB-84を使用して取り付ける場合

MB-84 �
(コントローラーブラケット)�
付属品�

IC-2720シリーズ�
コントローラー�

IC-2720シリーズ�
コントローラー�

取り付けネジ�

取り付けネジ�

タッピンネジ� タッピンネジ�

天面取り付け例�

底面取り付け例�
MB-65(マウントベース)�
別売品�

IC-2720シリーズ�
コントローラー部�

MB-84�
(コントローラーブラケット)�
付属品�

Dコントローラーの設置
付属品のMB-84 (コントローラーブラケット) を利用して、
お好みの場所に設置できます。
付属品の取り付けネジを使用して、コントローラーとコント
ローラーブラケットを取り付け、お好みの位置に固定します。
※付属のタッピンネジまたはブラケット固定用ネジ、平ワッ
シャー、Sワッシャー、ナットを使用して、取り付けるこ
とができます。

別売品のMB-65 (マウントベース) を使用すれば車内にも手
軽に設置できます。
MB-65の取り付けかたは、MB-65に添付の取扱説明書をご
覧ください。



コントローラー�

コントローラーケーブル�
本体�

バッテリー�
電源ケーブル�

本体�

本体�

本体�

コントローラー�

6

1設置と接続

※コントローラーは直射日光のあたらない場所に設置してく
ださい。

付属の車載ブラケットを利用して、ブラケットがしっかりと
固定される場所に取り付けます。

あらかじめブラケットの取り付け位置に、5.5～5.6mm程度の�
穴を4ケ所あけておきます。�
タッピンネジの場合は3mm程度の穴を開けておきます。�

約25゜�

ナット�
Sワッシャー�

平ワッシャー�

ブラケット取り付けネジ�

タッピンネジ�
の場合�

フランジボルト�

■車載時の設置について R注意

¡安全運転に支障のない場所に設置してください。
¡直射日光のあたる場所、ヒーターやクーラーの吹き出し
口など温度変化の激しい場所へ設置しないでください。

¡本装置の上に物を乗せたり、本装置をふみつけたりしな
い場所へ設置してください。

¡コントローラー/本体の設置例

¡セパレートの設置例

1
設
置
と
接
続
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1 設置と接続

■電源の接続

電源は車のバッテリー(12V系)に、直接付属のDC電源ケーブルで接
続してください。

qかための針金をエンジンルームからグロメットを貫通させて車内
に引き込みます。

w針金にDC電源ケーブルをからませ、針金の先端をペンチなどで
曲げ、テープを巻いてエンジンルームへ引き込みます。

eDC電源ケーブルは赤色が “+” プラス側、黒色が “_” マイナス
側になっていますので、間違えないようにバッテリー端子に取り
付けます。

DC電源ケーブルの配線は、本機を接続す
る前に行ってください。

¡電源接続時のご注意 ¡本機とバッテリーの接続

24V

Ciga

24V系バッテリーの車は、�
そのままでは接続できま�
せん。 DC-DCコンバー�
ター(24Vを13.8Vに変換�
する)が必要です。�
お買い上げの販売店にご�
相談ください。�

シガレットライターから電�
源を取っても電流容量が足�
りません。�
また、容量が足りても、ハ�
ムの出る原因になります。�

¡車内からエンジンルームへの配線

針金� テープ�

DC電源�
ケーブル�

グロメット�

かための針金�

ヒューズ

12V系�
バッテリー�

+赤色� _黒色�

ヒューズホルダー�
を切断して接続し�
ないでください。�

IC-2720D : OPC-1132
IC-2720 : OPC-345

D固定運用時の電源について
本機を固定局として運用される場合は、
IC-2720D：DC13.8V 12A以上、
IC-2720 ：7.5A以上の安定化電源装置
をご使用ください。

R DC電源ケーブルのご注意
¡配線時は極性(赤色がプラス、黒色がマイナス)を間違
えないでください。

¡配線時、DC電源ケーブルのヒューズホルダーを絶対
に切断しないでください。

¡DC電源ケーブルをむりやりひっぱったり、曲げたりし
ないでください。また、DC電源ケーブルの上に物を乗
せたり、ふみつけたりしない所に配線してください。

¡DC電源ケーブルは、付属または弊社指定のDC電源
ケーブルをご使用ください。
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1設置と接続

¡M型同軸コネクターの取り付けかた

トランシーバーの性能は、使用するアンテナの良否によって
大きく左右されます。
目的に合ったアンテナを、正しい状態で使用することがアン
テナの効率をあげることになります。

qアンテナは、後面パネルのANTコネクターに接続してくだ
さい。

w市販の車載アンテナに、同軸ケーブルを付属しているとき
は、できるだけ短くなるように配線してください。

e同軸ケーブルの引き込み口から、雨水が入らないようにご
注意ください。

D同軸ケーブルについて
アンテナの給電点インピーダンスと同軸ケーブルの特性は、
50Ωのものをご使用ください。
同軸ケーブルには各種ありますが、できるだけ損失の少ない
ケーブルを、できるだけ短くしてご使用ください。

¡アンテナの取り付け場所

w

e r

q

qルーフサイド型 eトランクリッド型
wルーフトップ型 rバンパー型

D固定運用時のアンテナについて
市販のアンテナには、無指向性のアンテナと指向性のアンテ
ナがありますので、用途や設置スペースに合わせてご使用く
ださい。
q無指向性アンテナ (グランドプレーンなど)
ローカル局やモービル局との交信に適しています。

w指向性アンテナ (八木アンテナなど)
遠距離局や特定局との交信に適しています。

■アンテナの接続

約30mm

10mm

カップリング�

前ハンダ��
10mm

ハンダ付け�
�

ハンダを流し込む�

1～2mm

網組線�前ハンダ�

ナイフ、カッター等で外皮を切り�
前ハンダがしやすいように外皮を�
抜き取ってしまわずに、12～13mm�
の間をあけておく。�

外皮を抜き取り、前ハンダした網�
組線を10mm程残して切り取り、内�
部絶縁体を1～2mm残して切りとる。�
心線にも前ハンダをしておく。�

心線をコネクターに通し、図のよ�
うにハンダ付けを行う。�

カップリングを図のようにコネク�
ターのネジを越えるまではめ込ん�
でおく。�

心線�

• 前ハンダ�
　コネクター部でハンダ付けがしやすくなるようにうすくハンダ付けして�
　おく部分です。�
�※ナイフ、カッター等を使用するときは、網組線、内部絶縁物等にキズを�
　つけないように注意してください。�

カップリングは先に�
ケーブルに通しておく�

1
設
置
と
接
続



各部の名称と機能2
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MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

SET

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

PWR

BUSY LOWMIDBUSY LOWMID

MAIN
T  X

DUP T SQL DTCS
AM

MAIN
T  X

DUP T SQL DTCS
AM

M
SKIP

M
SKIP

q ディスプレイ (�P12) w

ert

左(Left)バンド� 右(Right)バンド�

qPWR(電源)キー
本機の電源キーです。(�P16)
キーを長く(約1秒以上)押すごとに、電源を“ON/OFF”し
ます。

wSET (セット/ロック)キー
➥ キーを短く押すと、SETモードにします。(�P44)
➥ キーを長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すごとに、ロック
機能を“ON/OFF”します。(�P69)

eLOW PRIO (ローパワー/プライオリティ)キー
➥ キーを短く押すごとに、送信出力｢LOW/MID/HIGH(消
灯)｣を切り替えます。(�P18)

➥ キーを長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すごとに、プライ
オリティスキャンの｢スタート/ストップ｣を行います。
(�P41)

■前面パネル(コントローラー)

rTONE DTMF(トーン/DTMF運用モード)キー
➥ キーを短く押すごとに、各種トーン機能(トーンエンコ
ーダー/ポケットビープ/トーンスケルチ)を切り替えま
す。(�P61)

➥ キーを長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すごとに、DTMF
運用モードを“ON/OFF”します。(�P55)

tDUP MONI (デュプレックス/モニター) キー
➥ キーを短く押すごとに、デュプレックスモード｢DUP－
(マイナスシフト)/DUP(プラスシフト)/消灯(シンプレ
ックス)｣を切り替えます。(�P28)

➥ キーを長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すごとに、モニタ
ー機能を“ON/OFF”します。(�P23、27)

¡キー操作について
左記w～tの操作キーは“MAINバンド”に
対して動作します。



10

2各部の名称と機能

SETMAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

左(Left)バンド� 右(Right)バンド�

y

u

i

y

u

i

PWR

yMAIN BAND(メイン/バンド)キー
➥ キーを短く押すと、MAINバンドを設定します。
➥ VFOモード時キーを長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、
運用バンドの選択状態になります。(�P16、19)
このとき、[DIAL]で運用バンドを選択することができ
ます。

※ メモリーモード時、キーを長く(ピッ、ピーと鳴るまで)
押すと、メモリーバンクを編集するためのメモリーバン
クモードになります。(�P35)

¡キー操作について
左記y～iのキーは“左(Left)/右(Right)
バンド”に対して個別に動作します。

uV/MHz SCAN(VFO/MHzステップ/スキャン) キー
➥ キーを短く押すと、VFOモードになります。(�P16)
VFOモード時にキーを短く押すごとに、10MHzステッ
プ→1MHzステップ→チューニングステップによる周
波数設定を切り替えます。(�P17)

➥ キーを長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すごとに、各種ス
キャンがスタートします。(�P39、40)

iM/CALL MW(メモリー/コール/メモリーライト) キー
➥ キーを短く押すごとに、メモリーモードとコールチャン
ネル(CALL-CH)モードを切り替えます。(�P30、36)

➥ キーを長く(約1秒)押すと、メモリーチャンネル(M-CH)
への書き込み(�P31)、またはメモリーチャンネル(M-
CH)の内容をVFOに転送(�P33)などを行います。

2
各
部
の
名
称
と
機
能
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2 各部の名称と機能

oVOL(音量)ツマミ
受信時の音量を調整するツマミです。(�P17)
聞きやすい音量に調整します。

!0DIAL(ダイヤル)ツマミ
VFOモードでは周波数の設定(�P17)、メモリーモードで
はメモリーチャンネル(M-CH)の呼び出します。(�P30)
また、スキャンの方向を変えるときにも使用します。
(�P37)

SETMAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

左(Left)バンド� 右(Right)バンド�

o

!0

!1 !1

o

!0

PWR

¡ツマミ操作について
左記o～!1のキーは“左(Left)/右(Right)
バンド”に対して個別に動作します。

!1SQL(スケルチ)ツマミ
スケルチレベルを調整するツマミです。(�P17)
通常は、雑音が消え“BUSY”表示が消灯する位置にセット
します。
※また、このツマミに強力な受信信号を減衰させるアッテ
ネーター(ATT)機能を設定することができます。
(�P22)

■前面パネル(コントローラー) つづき
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2各部の名称と機能

BUSY LOWMIDBUSY LOWMID

MAIN
T  X

DUP T SQL DTCS
AM

MAIN
T  X

DUP T SQL DTCS
AM

M
SKIP

M
SKIP

y

q w e r t q w e r t

y

uio!0!1uio!0 !2!1!2

■ディスプレイ

qMAIN(メイン)表示
MAINバンドを表示します。(�P18)

wTX(送信)表示
送信中を表示します。(�P18)

eDUP (デュプレックス)表示
デュプレックスモード｢DUP －(マイナスシフト)/
DUP(プラスシフト)｣を表示します。(�P25、28)

rトーン機能表示
各種トーン機能を表示します。(�P61)
¡“T” 点灯 ：トーンエンコーダー機能を表示し

ます。
¡“T SQL” 点灯 ：トーンスケルチ機能を表示します。
¡“T SQLSS”点灯：ポケットビープ機能を表示します。
¡“DTCS” 点灯 ：DTCSコードスケルチ機能を表示

します。
¡“SS DTCS” 点灯：DTCSによるポケットビープ機能

を表示します。

tAM(電波型式)表示
AMモードを表示します。(�P23)

y周波数表示
運用周波数を表示します。
SETモード時は、設定項目と設定内容を表示します。
(�P44、45)

uメモリー表示
メモリーチャンネル(M-CH)、メモリーバンク、コールチ
ャンネル(CALL-CH)、SETモ－ドの項目などを表示しま
す。

iSKIP(スキップ)表示
スキップ機能を表示します。
メモリースキャン時、 が指定されたチャンネル(周波
数)をスキップ(飛び越し)します。(�P38)

oM (メモリーモード)表示
メモリーモードを表示します。(�P20)

!0Sメーター表示
受信時は、受信信号のレベルを表示します。
送信時は、送信出力のレベルを表示します。(�P18)

!1送信出力表示
送信出力の設定を3段階“LOW”、“MID”、“HIGH(消灯)”
で表示します。(�P18)

!2BUSY表示
受信状態でスケルチが開いているときに点灯します。
モニター機能動作中は点滅します。(�P23、27)

SKIP

2
各
部
の
名
称
と
機
能
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2 各部の名称と機能

r t y u

i

q w e

SP-1 SP-2

■本体部

Dセパレート接続パネル

D後面パネル

qDATA(データ)ソケット
データ専用の ミニ DIN6 ピン端子です。
パケット通信のTNCを接続します。

wマイクコネクター
付属のマイクロホン(HM-118N)または別売品(HM-
133)(�P71)のマイクロホンを接続するコネクターです。
(�P4)

eコントロールコネクター
付属のコントローラーケーブルを接続するコネクターで
す。(�P4)

～�i q

(正面から見た図) q＋8V (＋8V/最大10mAの出力)
wMIC U/D (マイク　アップ/ダウン信号入力)
eM8V SW HM-133の接続判断信号入力
r PTT
t GND (マイクのアース)
yMIC (マイクの信号入力)
u GND (PTTのアース)
i DATA IN HM-133の制御信号入力

Dマイクコネクター結線図

r空冷ファン
放熱用のファンです。
送信時自動的に動作させるオートと、電源“ON”と同時に
動作する連続動作の切り替えが、イニシャルSETモード
(�P52)で選択することができます。
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2各部の名称と機能

tアンテナコネクター
アンテナを接続するコネクターです。
インピーダンス50Ωのアンテナを、M型コネクターで接続
します。
¡本機はデュプレクサーを内蔵していますので、市販のデュ
アルバンドアンテナ(144/430MHz帯)を使用してくださ
い。(�P8)

ySP-1(外部スピーカー端子)
uSP-2(外部スピーカー端子)
外部スピーカーを接続するジャックです。
インピーダンスは8Ωです。
¡外部スピーカーをSP-1とSP-2に接続したときは、SP-
1からは左(Left)バンド、SP-2からは右(Right)バンド
の音声が出力されます。

¡外部スピーカーをSP-1だけに接続したときは、接続し
たスピーカーからは両バンドの音声が出力され、内部ス
ピーカーからは聞こえません。

¡外部スピーカーをSP-2だけに接続したときは、外部ス
ピーカーからは右(Right)バンド、内部スピーカーから
は左(Left)バンドの音声が出力されます。

i電源コネクター
DC 13.8Vの電源を接続するコネクターです。(�P7)
付属のDC電源ケーブル利用して、車載時はカーバッテリ
ーに、屋内運用時はDC 13.8Vの外部電源装置に接続して
ください。

DDATAソケット(ミニ DIN 6pin)の規格

qDATA IN (入力) 端子
通信データ(1200/9600bps共通)の入力端子

wGND端子
DATA IN、DATA OUT、AF OUTに使用する共通のアー
ス端子

ePTTP端子
グランドに接続すると送信状態になる端子

rDATA OUT(出力)端子
9600bpsの受信データの出力端子

tAF OUT(出力)端子
1200bpsの受信データの出力端子

ySQ端子
スケルチ信号の出力端子です。

※ [VOL]ツマミを反時計方向に回し切り、音が出ないよ
うにしたときは、このスケルチ信号は出力されません。
モニター音を出した状態にしてください。
受信時、スケルチが開くと“HIレベル(＋5V)”を出力し
ます。

w

y

r

q

e

t

2
各
部
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2 各部の名称と機能

■マイクロホン(HM-118N)について

ew

q

ON

OFF

r

¡VFOモード時、[UP]または[DN]スイッチを約0.5秒以上
押すと、フル(AL)またはプログラム(P1～Ｐ5)スキャンが
スタートします。(前回選択したスキャンが動作します。)

¡メモリーモード時、[UP]または[DN]スイッチを約0.5秒以上
押すと、メモリー(スキップ)スキャンがスタートします。

¡スキャン中に[UP]または[DN]スイッチを短く押すと、ス
キャンを解除します。

Dマイクロホンの｠[UP]/[DN]｠スイッチによる
スキャンのスタート/ストップについて

wDN(ダウン)スイッチ
eUP(アップ)スイッチ

¡VFOモード時は、周波数のアップ/ダウンができます。
(�P17)

¡メモリーモード時は、メモリーチャンネル(M-CH)のア
ップ/ダウンができます。(�P30)

¡0.5秒以上押すと、スキャン動作になります。(下記参照)
¡ユーザーファンクションとして使用できます。
(�P68)

rUP(アップ)/DN(ダウン)制御スイッチ
[UP]/[DN]｠スイッチの有効/無効を切り替えるスイッチで
す。
“ON”側に切り替えると、[UP]/[DN]スイッチの動作を有
効にします。
“OFF”側に切り替えると、無効となります。

qPTTスイッチ
送信と受信を切り替えます。(�P18)
スイッチを押しながら、マイクロホンに向かって話しかけ
てください。
スイッチを離すと受信に戻ります。

¡マイクロホンからの操作は、MAINバンドに対して動作
します。
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Dアマチュアバンドを選択する
q [PWR]を長く(1秒以上)押して、電源を“0N”にします。
電源を“0N”にすると、電源を切る前の状態を表示します。
※電源を“0FF”にするときは、再度[PWR]を長く(1秒以
上)押します。

w左(Left)バンドまたは右(Right)バンドの[V/MHz SCAN]
を短く押して、VFOモードにします。
※VFOモード時に押すと、10MHzステップ→1MHzステ
ップ→チューニングステップによる周波数設定状態を切
り替えます。

e左(Left)バンドまたは右(Right)バンドの[MAIN BAND]を
長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、運用バンドの選択状態
にします。

r左(Left)バンドまたは右(Right)バンドの[DIAL]を回して、
アマチュアバンド(145Mバンドまたは433Mバンド)を選択
します。

※左(Left)バンドの[DIAL]を回すと、[127M]→[145M]
→[222M]→[380M]→[433M]→[500M]と運用バン
ドが切り替わります。

※右(Right)バンドの[DIAL]を回すと、[127M]→
[145M]→[380M]→[433M]→[500M]→[900M]と
運用バンドが切り替わります。

■アマチュアバンドを運用してみる

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

MAIN

[DIAL] [DIAL]
[V/MHz SCAN] [V/MHz SCAN]

[MAIN BAND][MAIN BAND] [PWR]

左(Left)バンド� 右(Right)バンド�

t左(Left)バンドまたは右(Right)バンドの[MAIN BAND]
を短く押して、周波数表示に戻します。

BUSYBUSY

MAIN

3

2

基
本
操
作
の
し
か
た

各
部
の
名
称
と
機
能

【ご注意】
運用バンドの表示は、運用時のVFO周波数により異なる場合
があります。
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D音量とスケルチを調整する
q左(Left)バンドまたは右(Right)バンドの[VOL]を回して、
音量を調整します。
※ [VOL]を時計方向に回すと大きくなり、反時計方向に回
すと小さくなります。

w信号を受信していない状態で雑音(ザー)が消え、“BUSY”
表示が消灯する位置に、左(Left)バンドまたは右(Right)バ
ンドの[SQL]を回して調整します。
※ [SQL]を右方向に回しすぎると、スケルチレベルが深く
なり、弱い信号が受信できなくなります。

※ [SQL]を12時の方向より右に回して、アッテネーター
機能が動作します。(初期設定は“OFF”)
アッテネーター機能を使用するときは、SETモードで
“ON”を選択してください。(�P22参照)

※なお、受信信号の強さ(Sメーターレベル)に応じて、スケ
ルチディレイ(遅延)の制御時間を切り替えることができま
す。(�P22参照)

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

MAIN

[SQL][SQL] [VOL][VOL]

右(Right)バンド�左(Left)バンド�

BUSY表示が消灯する位置にセットする�

D周波数を設定する
q左(Left)バンドまたは右(Right)バンドの[V/MHz SCAN]
を短く押して、VFOモードにします。
※VFOモード時に押すと、10MHzステップ→1MHzステ
ップ→チューニングステップによる周波数設定状態を切
り替えます。

w左(Left)バンドまたは右(Right)バンドの[DIAL]を回して、
交信する周波数を設定します。
※マイクロホンの[UP]/[DN]スイッチでも設定できます。
※アマチュアバンドのチューニングステップは20kHzステ
ップを初期設定しています。(�P21参照)

【ご注意】
[UP]/[DN]スイッチを長く(約0.5秒以上)押すと、スキャン
動作になります。スキャン動作になったときは、再度
[UP]/[DN]スイッチを押してください。

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

i2720

SET

MAIN

DUAL BAND FM TRANSCEIVER

[V/MHz SCAN] [V/MHz SCAN]

右(Right)バンド�左(Left)バンド�

[DIAL][DIAL]

■アマチュアバンドを運用してみる (つづき)
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D送信出力を設定して交信する

送信出力の設定はMAINバンドに対して動作します。

q送信するバンドを設定します。
左(Left)バンドまたは右(Right)バンドの[MAIN BAND]
を短く押して、MAINバンドを設定します。
( 表示点灯)

w [LOW PRIO]を短く押すごとに、 “LOW”→ “MID”→
“HIGH(消灯)”→“LOW”と送信出力が切り替わります。

e送信するときは、マイクロホンの[PTT]スイッチを押しな
がら、マイク部に向かって話します。
※マイクロホンと口元は5cm程離し、普通の大きさの声
で話してください。( 表示点灯)

r [PTT]スイッチを離すと、受信状態に戻ります。

T  X

MAIN

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

MAIN
T  X

[PTT]�
スイッチ� HM-118N

[LOW PRIO]

送 信 出 力
周波数帯 IC-2720

設 定
RFインジケーター
(送信時の表示) IC-2720D

144MHz

430MHz
144MHz

430MHz
144MHz

430MHz

LOW

MID

HIGH

2W

2W
10W

10W
20W
20W

5W

5W
15W

15W
50W
35W

LOW

MID

D送信出力とRFインジケーター表示について
送信出力とRFインジケーターの表示を下記に示します。

送信は“MAINバンド”で行います。
送信する前に、運用する周波数を他局が使用していないか
確かめ、妨害・混信を与えないようにご注意ください。

《送受信時のご注意》
¡周波数の相互関係(整数倍または1/正数など)によって、VHF
帯で送信した信号をUHF帯で受信することがあります。
(例、送信周波数：144.200MHz / 受信周波数：432.600MHz)

¡送信中に、受信しているバンドのスピーカー出力がマイクロ
ホンから入り、相手局が聞きにくいことがありますので、こ
のときは受信しているバンドの音量をさげてください。

3
基
本
操
作
の
し
か
た



運用バンド 初期設定周波数 電波型式 チューニングステツプ アマチュアバンドの送信周波数範囲
127M 127.000MHz AM 25kHz
145M(アマチュア) 145.000MHz FM 20kHz 144.000MHz～146.000MHz
222M 222.000MHz FM 25kHz
375M 375.000MHz FM 12.5kHz
433M(アマチュア) 433.000MHz FM 20kHz 430.000MHz～440.000MHz
500M 500.000MHz FM 12.5kHz

127M 127.000MHz AM 25kHz
145M(アマチュア) 145.000MHz FM 20kHz 144.000MHz～146.000MHz
375M 375.000MHz FM 12.5kHz
433M(アマチュア) 433.000MHz FM 20kHz 430.000MHz～440.000MHz
500M 500.000MHz FM 12.5kHz
900M 900.000MHz FM 12.5kHz

■運用バンド(周波数帯)について

¡ 左(Left)バンドは[127Mバンド]/[145Mバンド]/[222Mバ
ンド]/[375Mバンド]/[433Mバンド]/[500Mバンド]

¡右(Right)バンドは[127Mバンド]/[145Mバンド]/[375M
バンド]/[433Mバンド]/[500Mバンド]/[900Mバンド]を
それぞれ6バンドに分けています。

※各バンドごとの初期設定周波数は、下表のとおりです。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定できます。

D運用バンドの選択
q [V/MHz SCAN]を短く押して、VFOモードにします。
w [MAIN BAND]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、運
用バンドの選択状態にします。

e [DIAL]を回して、運用バンドを選択します。

左(L
e
ft)

バ
ン
ド

右(R
ig
h
t)

バ
ン
ド

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

MAIN

[MAIN BAND] [MAIN BAND]

[DIAL] [DIAL]

r [MAIN BAND]を短く押して、周波数表示に戻します。
※本機で送信できるバンドは、アマチュアバンドの“145M
バンド”と“433Mバンド”となっています。

※送信できる周波数範囲については、下表を参照してくだ
さい。

19
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3基本操作のしかた

3

■運用モード[VFO/メモリー/コールチャンネル(CALL-CH)]の切り替えかた

DVFOモードにするには
[DIAL]またはマイクロホンの[UP]/[DN]スイッチで設定した
周波数で運用するモードです。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定できます。

[V/MHz SCAN]を短く押します。
※VFOモード時に短く押すと、10MHzステップ→1MHzステ
ップ→チューニングステップによる周波数設定状態を切り
替えます。

Dメモリーモード/CALL-CHモードにするには
あらかじめ記憶させたM-CH、またはアマチュアバンドで決め
られた呼び出し周波数をメモリーしたCALL-CHを呼び出して
運用するモードです。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定できます。

[M/CALL MW]を短く押します。
以後、[M/CALL MW]を短く押すごとに、メモリーモードと
CALL-CHモードを切り替えます。

MAIN MAIN

M M

MAINMAIN

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

MAIN

VFOモード表示� メモリーモード表示�

CALL-CHモード表示�
CALL-CHモードからVFOモード�
に切り替えたときの表示�

[V/MHz SCAN] [V/MHz SCAN]

[M/CALL MW] [M/CALL MW]

SCAN
V/MHz

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

MW
M/CALL

MW
M/CALL

¡VFO/メモリー/CALL-CHの切り替え動作図

基
本
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の
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3 基本操作のしかた

■10MHz/1MHzステップにするには

チューニングステップとは、[DIAL]またはマイクロホンの
[UP]/[DN]スイッチで周波数をセットするときに、変化する
周波数の幅をいいます。
チューニングステップは、5kHz※/10kHz/12.5kHz/15kHz※

/20kHz/25kHz/30kHz/50kHzの中から選択できます。
(※900Mバンドでは選択できません。)

チューニングステップの変更は、SETモードで行います。
なお、SETモードはMAINバンドに対して動作します。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを、各運用バンドごとに個
別に設定できます。

qチューニングステップを設定するバンドの[MAIN BAND]
を短く押して、MAINバンドを設定します。

w [SET ]を短く押して、SETモードを表示します。
e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢チューニ
ングステップの設定｣項目を選択します。

rMAINバンドの[DIAL]を回して、5kHz※、10kHz、
12.5kHz、15kHz※、20kHz、25kHz、30kHz、50kHzの
中から選択します。(※900Mバンドでは選択できません。)

tMAINバ ンドの [MAIN BAND]、 [V/MHz SCAN]、
[M/CALL MW]を短く押すと、SETモードを解除して周波
数表示に戻ります。
※ [DUP MONI]、[TONE DTMF]でも解除できます。

周波数を大幅に移動するときに便利な機能です。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定できます。

q [V/MHz SCAN]を短く押して、VFOモードにします。
wVFOモード時に[V/MHz SCAN]を短く押すと、10MHz桁
の周波数入力状態になります。
この状態で再度、[V/MHz SCAN]を短く押すと、1MHz
桁の周波数入力状態になります。

e [DIAL]を回して、変更桁の数値を選びます。
r周波数表示に戻すときは、[V/MHz SCAN]を短く押して
ください。
※10MHz桁選択時は[V/MHz SCAN]を2回、1MHz桁選
択時は1回押すと、周波数表示に戻ります。

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

MAIN

[V/MHz SCAN] [V/MHz SCAN]

�
10MHzステップ�
選択状態�

1MHzステップ�
選択状態�

[DIAL][DIAL]

■チューニングステップを変えるには



Sメーターレベル Short選択時(初期設定値) Long選択時
S0～S2点灯 40msec 200msec
S3～S5点灯 10msec 50msec
S6～S7点灯 0msec 0msec

22

3基本操作のしかた

3

アッテネーターは、強い信号を受信したときに減衰(約10dB)
して受信音のひずみを低減します。
¡ [SQL]を12時の方向より右に回すと、アッテネーター機能
が動作します。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定できます。

Dアッテネーター(ATT)機能を使用する
アッテネーター機能は、イニシャルSETモードで設定します。

q [PWR]を長く押して、いったん電源を切ります。
w [SET ]を押しながら[PWR]を長く押して、電源を入
れます。(イニシャルSETモ－ドを表示します。)

e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢アッテネ
ーター機能の設定｣項目を選択します。

r左(Left)バンドの[DIAL]を回して、｢Att - On｣を選択し
ます。
¡Att - On：最大約10dBのアッテネーター機能が動作し

ます。
¡Att - OF：アッテネーター機能を無効にします。

(初期設定値)
t [PWR]を短く押すと、周波数表示に戻ります。

12時の方向より�
右に回すと、�
アッテネーター�
機能が動作する�

ノイズスケルチ�
動作範囲�

受信時のスケルチディレイ(遅延)の制御時間をイニシャルSET
モードで選択することができます。

q [PWR]を長く押して、いったん電源を切ります。
w [SET ]を押しながら[PWR]を長く押して、電源を入
れます。(イニシャルSETモ－ドを表示します。)

e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢スケルチ
ディレイの設定｣項目を選択します。

r左(Left)バンドの[DIAL]を回して、｢Short｣または
｢Long｣を選択します。
¡Sqt -   S：スケルチディレイ(遅延)時間を｢Short｣にし

ます。(初期設定値)
¡Sqt -   L ：スケルチディレイ(遅延)時間を｢Long｣にし

ます。
t [PWR]を短く押すと、周波数表示に戻ります。

※スケルチディレイは、受信信号の強さ(Sメーターレベル)
に応じて、下記のように遅延時間を設定しています。

■アッテネーター(ATT)機能について■スケルチディレイの設定

基
本
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■電波型式(FM/AMモード)を切り替える

受信する電波型式(AM/FMモード)を、SETモードで切り替え
ることができます。(AMモードは受信のみ)
なお、SETモードはMAINバンドに対して動作します。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定できます。

q電波型式を変更するバンドの[MAIN BAND]を短く押し
て、MAINバンドを設定します。

w [SET ]を短く押して、SETモードを表示します。
e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢AMモー
ドの設定｣項目を選択します。

rMAINバンドの[DIAL]を回して、電波型式を選択します。
※設定した電波型式は、運用中のバンドのみ有効です。
¡COn - F ：FMモードにします。(初期設定値)
¡COn - A：AMモードにします。
※127Mバンドは、AMモードを初期設定しています。
※900Mバンドでは、選択できません。

tMAINバ ンドの [MAIN BAND]、 [V/MHz SCAN]、
[M/CALL MW]を短く押すと、SETモードを解除して周波
数表示に戻ります。
※ [DUP MONI]、[TONE DTMF]でも解除できます。

受信信号が弱かったり、途切れたりして聞こえにくい場合に
効果があります。
なお、モニター機能はMAINバンドに対して動作します。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定できます。

qモニター機能を使用するバンドの[MAIN BAND]を短く押
して、MAINバンドを設定します。

w [DUP MONI]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、スケ
ルチを開いて受信します。
“BUSY”表示が点滅して、モニター機能を表示します。

e再度、[DUP MONI]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、
モニター機能を解除します。
※アッテネーター(減衰器)が動作している場合に、モニタ
ー機能を動作させても効果はありません。
モニター機能を動作させても、アッテネーター(減衰器)
は解除されません。
(アッテネーター機能については22ページを参照)

※アッテネーター機能の動作中、周波数の変更はできません。

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL

SQLSQL

DUP

MONI

TONE

DTMF

LOW

PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

BUSY

MAIN

[DUP MONI][MAIN BAND] [MAIN BAND]

ÒBUSYÓ表示が点滅する�

■受信モニター機能について
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3

ご使用のマイクロホンにより、マイクゲインをイニシャル
SETモードで選択できます。
※運用状態により、周囲の雑音が多いときは｢Low｣レベル、
また相手局より変調レベルが低いと指摘されたときは、
｢High｣レベルを選択します。

q [PWR]を長く押して、いったん電源を切ります。
w [SET ]を押しながら[PWR]を長く押して、電源を入
れます。(イニシャルSETモ－ドを表示します。)

e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢マイクレ
ベルの設定｣項目を選択します。

r左(Left)バンドの[DIAL]を回して、マイクレベルを選択し
ます。
¡LEL -   H：マイク感度を｢High｣レベルにします。

(初期設定値)
¡LEL -   L ：マイク感度を｢Low｣レベルにします。

t [PWR]を短く押すと、周波数表示に戻ります。

■マイクレベルの設定

基
本
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周波数関係で起こるスプリアス障害を受けたときは、スプリ
アスを受けている側の1st Loの周波数を反転することにより、
改善されることがあります。
この設定は、左(Left)バンドの118.000～160.000MHz、右
(Right)バンドの400.000～450.000MHzの周波数範
囲で動作します。

1st Loの反転は、SETモードで設定します。

qスプリアス障害を受けているバンドの[MAIN BAND]を短
く押して、MAINバンドを設定します。

w [SET ]を短く押して、SETモードを表示します。
e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢1st Lo
の設定｣項目を選択します。

rMAINバンドの[DIAL]を回して、選択します。
¡Lo  -  n：1st Loを反転しない。(初期設定値)
¡Lo  -  r ：1st Loを反転します。

tMAINバ ンドの [MAIN BAND]、 [V/MHz SCAN]、
[M/CALL MW]を短く押すと、SETモードを解除して周波
数表示に戻ります。
※ [DUP MONI]、[TONE DTMF]でも解除できます。

※なお、送信中に周波数関係で起こるスプリアス障害を受
けたときは、[SET ]を短く押すごとに、1st Loを
反転することができます。

■1st Loの設定
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A局� B局�

434.540MHzを送信�
439.540MHzを受信�

レピータ局�
434.540MHzの電波を受信し�
439.540MHzに変換して送信�

434.540MHzを送信�
439.540MHzを受信�

本機は、オートレピータ機能を搭載しており、周波数を
439.000MHz～440.000MHzに合わせるだけで、レピータ運
用モードになります。

※144MHz帯は、レピータが設置されていないので、この機
能は動作しません。

※レピータとは、山や建物などの障害物で直接交信できない
局との交信を可能にする自動無線中継局のことをいいます。

※オートレピータ機能は、イニシャルSETモードで無効にす
ることもできます。(�P26)

Dレピータ周波数を設定する
qレピータを運用するバンドの[MAIN BAND]を短く押し
て、MAINバンドを設定します。
※設定したMAINバンドがメモリーモードのときは、
MAINバンドの[V/MHz SCAN]を短く押して、VFOモ
ードにします。

wMAINバンドの[MAIN BAND]を長く(ピッ、ピーと鳴る
まで)押して、運用バンドの選択状態にします。

eMAINバンドの[DIAL]を回して、アマチュアバンドの
430Mバンドを選択します。

rMAINバンドの[MAIN BAND]を短く押して、周波数表示
に戻します。

tMAINバンドの[DIAL]を回して、交信する周波数を設定し
ます。
439.000MHz～440.000MHzに合わせます。
※ “DUP － T”を表示して、トーン周波数(88.5Hz/初期設
定値)とオフセット周波数(5,000MHz/初期設定値)が自動
的に設定されます。

【ご注意】
レピータアクセス用トーン周波数(�P46)とオフセット周波
数(�P27)を変更したときは、オートレピータ機能のトーン
周波数/オフセット周波数も変更されます。

※430MHz帯では、各地区にレピータが設置されているので、
JARL NEWSや各専門誌などでお調べください。

※オフセット周波数とは、送信と受信の周波数の差をいいま
す。

■オートレピータ機能での交信(430MHz帯のみ)

MAIN DUP T

レピータ周波数を設定すると自動的に点灯する�



Dレピータにアクセスする
マイクロホンの[PTT]スイッチを約2秒間押して、離します｡
※発射した電波がレピータに届いていれば、受信状態に戻っ
たときに、ID信号(モールス符号または音声)が聞こえます。
ID信号は聞こえない場合もあります。

D交信する
マイクロホンの[PTT]スイッチを押すと送信状態、離すと受
信状態に戻ります。
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4レピータ/デュプレックスの運用

MAIN
T  X

DUP T

MAIN DUP T

受信時の表示�

送信時の表示 (－5MHzシフトする)

Dオートレピータ機能の解除のしかた
オートレピータ機能は、イニシャルSETモードで解除できま
す。

q [PWR]を長く押して、いったん電源を切ります。
w [SET ]を押しながら[PWR]を長く押して、電源を入
れます。(イニシャルSETモ－ドを表示します。)

e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢オートレ
ピータ機能の設定｣項目を選択します。

r左(Left)バンドの[DIAL]を回して、｢rPt - OF｣を選択し
ます。
¡ rPt - On：オートレピータ機能を有効にします。

(初期設定)
¡ rPt - OF：オートレピータ機能を無効にします。

t [PWR]を短く押すと、周波数表示に戻ります。

D 送信時のオフバンド表示について
オフセット周波数を変更(�P27)したときは、オートレピータ
機能のオフセット周波数も変化するのでご注意ください。
※送信したときにアマチュアバンドから逸脱するようなオフ
セット周波数を設定すると、送信出力は停止して周波数表
示部に“OFF”を表示し、オフバンドしていることを知らせ
ます。

※オフバンド表示になったときは、もう一度オフセット周波
数を設定しなおしてください。

[PTT]�
スイッチ�

HM-118N

4
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4 レピータ/デュプレックスの運用

D送信周波数のチェック
レピータの運用中に、レピータを中継しなくても交信可能か
どうかチェックできます。
[DUP MONI]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押してみて、交
信相手の信号が受信できれば、レピータで中継しなくても交
信できることになります。
※モニター機能動作時は、“BUSY”表示が点滅します。
※受信できるときは、439.000MHz以下の周波数に移って交
信しましょう。

※モニター機能動作時は、オフセット周波数分だけ周波数表
示がシフトします。
アマチュアバンドを逸脱するようなオフセット周波数にな
っているときは、周波数はシフトしません。

※アッテネーター(減衰器)が動作している場合に、モニター機
能を動作させても効果はありません。
モニター機能を動作させても、アッテネーター(減衰器)は解
除されません。

デュプレックス運用とは、通常の交信(シンプレックス：送受
信同一周波数)と違い、同一バンド内で送信と受信の周波数を
ずらして交信することをいいます。
¡ ｢DUP(プラス)｣を設定すると、送信周波数が受信周波数よ
り、オフセット周波数だけ高くなります。

¡ ｢DUP －(マイナス)｣を設定すると、送信周波数が受信周
波数より、オフセット周波数だけ低くなります。

※送信と受信の周波数ずれ幅をオフセット周波数といいます。

■デュプレックス運用

Dオフセット周波数を設定する
オフセット周波数は、SETモードで設定できます。
なお、SETモードはMAINバンドに対して動作します。

qオフセット周波数を設定するバンドの[MAIN BAND]を短
く押して、MAINバンドを設定します。

w [SET ]を短く押して、SETモードにします。
e [SET ]または[LOW  PRIO]を短く押して、｢オフセッ
ト周波数の設定｣項目を選択します。

rMAINバンドの[DIAL]を回して、オフセット周波数を設定
します。
0.000～20.000MHzの範囲で設定できます。
※144MHz帯は“0.000MHz”を初期設定しています。
※430MHz帯は“5.000MHz”を初期設定しています。

tMAINバ ンドの [MAIN BAND]、 [V/MHz SCAN]、
[M/CALL MW]を短く押すと、SETモードを解除して周波
数表示に戻ります。
※ [DUP MONI]、[TONE DTMF]でも解除できます。

MAIN DUP T

MAIN DUP T

BUSY

受信時の表示�

－5MHzシフトした周波数を受信する�

を長く押す�DUP
MONI

■オートレピータ機能での交信(430MHz帯のみ) つづき
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【ご注意】
オートレピータ機能が優先されるので、レピータ周波数範囲
以外で[DIAL]を回すと、デュプレックスモードは解除され
ます。

【ご注意】
オフセット周波数を変更したときは、オートレピータ機能
(�P25)のオフセット周波数も変化するのでご注意ください。

Dデュプレックスモードを設定する
qデュプレックスを運用するバンドの[MAIN BAND]を短く
押して、MAINバンドを設定します。
※設定したMAINバンドがメモリーモードのときは、MAINバ
ンドの[V/MHz SCAN]を短く押して、VFOモードにします。

wMAINバンドの[MAIN BAND]を長く(ピッ、ピーと鳴る
まで)押して、運用バンドの選択状態にします。

eMAINバンドの[DIAL]を回して、アマチュアバンド
(145Mバンドまたは430Mバンド)を選択します。

rMAINバンドの[MAIN BAND]を短く押して、周波数表示
に戻します。

tMAINバンドの[DIAL]を回して、交信する周波数を設定し
ます。

y [DUP MONI]を短く押して、デュプレックスモードを設定
します。
※ [DUP MONI]を短く押すごとに、｢DUP －(マイナス)｣
→｢DUP(プラス)｣→｢消灯(シンプレックス)｣とデュプレ
ックスモードを切り替えます。

D交信する
マイクロホンの[PTT]スイッチを押すと送信状態、離すと受
信状態に戻ります。

MAIN DUP MAIN
T  X

DUP

MAIN
T  X

DUP TMAIN
T  X

DUP

受信時の表示�

送信時の表示� 送信時の表示�

受信時の表示�

¡オフセット周波数が500kHzの場合�

145MHzバンドで�
DUP(プラス)の運用�

430MHzバンドで�
DUP －(マイナス)の運用�

＋500kHzシフトする� －500kHzシフトする�

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

MAIN DUP DUP

右(Right)�
バンド�

左(Left)�
バンド�

[MAIN BAND]
[V/MHz SCAN][V/MHz SCAN]

[MAIN BAND]

[DUP MONI][DIAL] [DIAL]
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よく使用する周波数や運用情報などを、あらかじめメモリー
チャンネルに記憶させておき、すばやく呼び出して運用する
ためのモードです。

¡本機には、通常のメモリーチャンネル(M-CH)として
200CH｢運用バンドの区別はなく、左(Left)/右(Right)の両
バンドで共用になっています。｣、プログラムスキャン用チ
ャンネル(PROGRAM-CH)として10CH(5組)(1A/1b～
5A/5b)、およびコールチャンネル(CALL-CH)として
2CH(C0～C1)の合計212CHを内蔵しています。

¡M-CHを運用する際は、メモリーモードにします。
メモリー(記憶)していないM-CHは呼び出さないので、すば
やく目的のM-CHを呼び出せます。

¡M-CHに記憶する際は、VFOモードで内容を設定したあと、
書き込み操作をします。

◆M-CHに記憶できる内容について

すべてのM-CHで運用周波数のほかに、下記の内容を記憶
します。

¡ ｢デュプレックスのON/OFF｣、｢シフト方向(＋/－)｣、｢オ
フセット周波数｣、｢トーンスケルチのトーン周波数と運用
モードのON/OFF｣、｢レピータアクセス用トーン周波数｣
｢DTCSコード・極性｣、｢メモリーバンク｣、｢スキップチャ
ンネル｣、｢チューニングステップ｣、｢受信モード｣、｢送信
出力設定｣

■メモリーモードについて

チャンネル お　も　な　用　途

000～199

(M-CH)

¡通常のM-CHとして使用する
¡工場出荷時に記憶している内容

“0”：145.000MHz
“1”：433.000MHz

※ 2～199は工場出荷時、ブランクチャンネルの
ため表示しない

L0/H0～
L5/H5

(PROGRAM-
CH)

¡プログラムスキャンの周波数設定用
“1A/1b～5A/5b”10CH(5組)

¡工場出荷時、すべてブランクチャンネルのた
め表示しない
希望の周波数範囲(下限周波数と上限周波数)を
書き込んでください。

¡各アマチュアバンドの呼び出し周波数をセッ
トしている
“C0”：145.000MHz
“C1”：433.000MHz

※通常のM-CHとして使用できる

C0～C1
(CALL-CH)

DM-CHの初期設定値について

◆表記について

¡以後の説明において、メモリーチャンネルは(M-CH)、プロ
グラムスキャン用チャンネルは(PROGRAM-CH)、コール
チャンネルは(CALL-CH)と略記します。



30

5メモリーの使いかた

D [DIAL]で呼び出す
メモリーしていないM-CHを呼び出すことはできません。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に呼び出しができま
す。

q [M/CALL MW]を短く押して、メモリーモードにします。
※メモリーモードのとき、[M/CALL MW]を押すと、
CALL-CHモードになります。
このときは、もう一度[M/CALL MW]を押してくださ
い。

w [DIAL]を回します。
※書き込まれているM-CHだけを呼び出します。

■M-CHの呼び出しかた

Dマイクロホン(HM-118N)で呼び出す
マイクロホンの[UP]/[DN]スイッチを押すごとに、M-CHを
切り替えることができます。
※マイクからのM-CH設定は、MAINバンドに対して動作しま
す。

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

MAIN

M M

[M/CALL MW] [M/CALL MW]

[DIAL][DIAL]

MM 表示点灯�表示点灯�

[UP][DN]

HM-118N

【ご注意】
[UP]/[DN]スイッチを長く(約0.5秒)押すと、メモリースキ
ャン動作になります。
メモリースキャン動作になったときは、再度[UP]/[DN]ス
イッチを押してください。

5
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5 メモリーの使いかた

DすべてのM-CHを呼び出す
q [M/CALL MW]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、セ
レクトメモリーライト状態にします。
(M-CH表示部が点滅します。)

w [DIAL]を回すと、すべてのM-CHを呼び出すことができま
す。

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCIEVER i2720

SET

MAIN

M M

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

MAIN

M M

[M/CALL MW] [M/CALL MW]

[M/CALL MW] [M/CALL MW]

[DIAL] [DIAL]

[DIAL][DIAL]

¡VFOモードからセレクトメモリーライト状態にしたとき

¡メモリーモードからセレクトメモリーライト状態にしたとき

■M-CHの呼び出しかた (つづき) ■メモリー(M-CH/CALL-CH/
PROGRAM-CH)への書き込みかた

M-CH、CALL-CH、PROGRAM-CHへの書き込み、または書
き替えをします。
工場出荷時は、M-CHの“2～199”までがブランクチャンネル
になっています。
なお、運用バンドによるM-CHの区別はなく、左(Left)/右
(Right)の両バンドで共有します。

DM-CHの書き込みかた
《例》右(Right)バンドのM-CH“11”に“128.125MHz /AM”を

メモリーする

¡MAINバンドに関係なく、左(Left)/右(Right)の両バンド
を個別に書き込み操作ができます。

q右(Right)バンドの[V/MHz SCAN]を短く押して、VFOモ
ードにします。

w右(Right)バンドの[MAIN BAND]を長く(ピッ、ピーと鳴
るまで)押して、運用バンドの選択状態にします。

e右(Right)バンドの[DIAL]を回して、“127M”バンドを設定
します。

r右(Right)バンドの[MAIN BAND]を短く押して、周波数
表示にします。

t右(Right)バンドの[DIAL]を回して、周波数(128.125
MHz /AM)を設定します。
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M

AMAMAM

M

AM
MAINMAINMAINMAINMAIN

MAIN MAIN

を長く押す�

でバンドを選択� で周波数を設定する� でM-CHを選択�を長く押す� を長く押す�

メモリーセレクト状態� 書き込み後VFOモードに戻る�

VFOモード�

M/CALL
MW

M/CALL
MW

MAIN
BAND

y右(Right)バンドの[M/CALL MW]を長く(ピッ、ピーと鳴
るまで)押して、セレクトメモリーライト状態にします。
(M-CH表示部が点滅して、メモリー内容を表示します。)

u右(Right)バンドの[DIAL]を回して、M-CH“11”を選択し
ます。
※ “C0～C1”を選択するとCALL-CHに書き込みます。
※ “ - - ”を選択するとVFOに書き込みます。
※ “1A/1b～5A/5b”を選択するとPROGRAM-CHに書き
込みます。

i右(Right)バンドの[M/CALL MW]を長く(ピッ、ピピと鳴
るまで)押すと、メモリー内容を表示してVFOモードに戻り
ます。

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

MAIN

[MAIN BAND]

[V/MHz SCAN] [V/MHz SCAN]

[M/CALL MW] [M/CALL MW]

[MAIN BAND]

[DIAL] [DIAL]
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DM-CHの内容をVFOに転送して使うには
使用しているM-CH、またはCALL-CHの周辺に移って交信す
る場合などに便利な機能です。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に操作ができます。

q [M/CALL MW]を短く押して、メモリーモードにします。
※押すごとに、メモリーモードとCALL-CHモードを切り
替えます。

w [DIAL]を回して、希望のM-CHを呼び出します。
e [M/CALL MW]を長く(ピッ、ピー　ピピと鳴るまで)押します。
M-CHの内容をVFOに転送して、VFOモードになります。

D書き込み後のオートインクリメントについて
前記iで[M/CALL MW]を書き込み完了後も押し続ける(ピ
ッ、ピピ　ピーが鳴るまで)とM-CHが1CHだけ自動的に繰り
上がり、VFOモードになります。
M-CHに順次続けて書き込みをするときに便利な機能です。

AM
希望のM-CHを選択する�

AM

M

VFOモードに転送する�

MW
M/CALL 長押し�

DM-CHの内容を他のチャンネルへ複写するには
M-CHの内容をCALL-CHや、プログラムスキャン用周波数と
して複写する場合に便利な機能です。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に操作できます。

q [M/CALL MW]を短く押して、メモリーモードにします。
※押すごとに、メモリーモードとCALL-CHモードを切り
替えます。

w [DIAL]を回して、希望のM-CHを呼び出します。
e [M/CALL MW]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、セ
レクトメモリーライト状態にします。
(M-CH表示部が点滅して、メモリー内容を表示します。)

r [DIAL]を回して、複写したいM-CHを選びます。
※ “C0～C1”を選択するとCALL-CH、“ - - ”を選択すると
VFO、“1A/1b～5A/5b”を選択するとPROGRAM-CH
に書き込みます｡

t [M/CALL MW]を長く(ピッ、ピピと鳴るまで)押します。

MAIN

MAIN DUP T

M

MAIN DUP T

M

M

希望のM-CHを選択� 転送するM-CHを選択�

セレクトメモリーライト状態�

MAIN DUP T

M

M-CHに書き込む�

長押し�M/CALL
MW 長押し�M/CALL

MW

選択�

■メモリー(M-CH/CALL-CH/PROGRAM-CH)への書き込みかた (つづき)
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■M-CHをバンクで編集する

本機のM-CHは200CHあります。
200CHに書き込んだM-CHの内容を10個のバンク(A、b、C、
d、E、F、G、H、i、J)に分割して編集することができます。
各バンクには、0～199および1A～5ＢのすべてのM-CHを割
り当ることができます。

000 145.000MHz

001 145.140MHz

002 433.000MHz

003 145.120MHz

004 435.340MHz

005 145.040MHz

006 433.560MHz

007 850.480MHz

008 850.560MHz

009 468.620MHz

010 912.050MHz

011 118.200MHz

012 906.250MHz

013 118.125MHz

014 145.540MHz

015 369.850MHz

016 434.720MHz

017 858.050MHz

018 851.700MHz

019 853.795MHz

020 127.700MHz

021 146.300MHz

199 119.870MHz

A (バンク)�
145.000MHz

145.140MHz

145.040MHz

145.540MHz

146.300MHz

b (バンク)�
433.000MHz

433.560MHz

434.720MHz

C (バンク)�
118.200MHz

118.125MHz

127.700MHz

119.870MHz

M-CHの内容� バンクの内容�

A

A

b

A

b

C

C

A

b

C

A

C

144MHz帯�
を編集する�

430MHz帯�
を編集する�

118MHz帯�
を編集する�

DM-CHとバンクの使用例

DバンクのM-CH表記について
各バンクに編集されたM-CHは、書き込んだ順に編集されま
す。
また、各バンクで編集したバンクのチャンネル番号は表示さ
れません。

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

MAIN DUP T

[MAIN BAND]

[V/MHz SCAN]

[M/CALL MW]

[DIAL]

5
メ
モ
リ
ー
の
使
い
か
た
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5 メモリーの使いかた

メモリーバンクは、M-CHを整理するために使用します。
編集もとのM-CHを変更または更新するとメモリーバンクの
内容も変更されます。

D編集のしかた
q [M/CALL MW]を短く押して、メモリーモードにします。
※ [M/CALL MW]を押すごとに、メモリーモードとCALL-
CHモードを切り替えます。

w [DIAL]を回して、バンクに編集するM-CHを選びます。
e [MAIN BAND]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押します。
(M-CH表示部“ - - ”が点滅します。)
※選択したM-CHをすでに編集している場合は、編集して
いるバンクを表示します。

r [MAIN BAND]を短く押すと、M-CH表示が点滅から点灯
に切り替わります。(メモリーバンクモード)

t [M/CALL MW]を長く(ピッ、ピッと鳴るまで)押して、メ
モリーバンク選択状態にします。
(バンク表示部“ - - ”が点滅します。)

y [DIAL]を回して、バンクを選択します。
u [M/CALL MW]を短く押すと、指定したバンクに書き込み
ます。
(バンク表示部が点滅から点灯に切り替わります。)

MAIN DUP T

M

MAIN DUP T

M

MAIN DUP T

M

MAIN DUP T

M

MAIN DUP T

M

MAIN DUP T

M

M-CHを選択�

M-CH表示部が点滅する�

メモリーバンク選択状態�

編集するバンクを選択�

バンクに書き込む�

�

メモリーバンクモード�

長押し�MAIN
BAND

長押し�

短押し�MAIN
BAND 短押し�M/CALL

MW

M/CALL
MW

選択�

■M-CHをバンクに編集する (つづき)

※VFOモードに戻るときは、[V/MHz SCAN]を短く押し
ます。

※メモリーモードに戻るときは、[MAIN BAND]を長く
(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、再度[MAIN BAND]を
短く押します。
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5メモリーの使いかた

不要になったM-CHを消去します。
いったん消去したM-CHの内容は、元にもどせないのでご注意
ください。

Dメモリー内容を消去する
q [M/CALL MW]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、セ
レクトメモリーライト状態にします。
(M-CH表示部が点滅します。)
※VFOモードまたはメモリーモードに関係なく動作します。

w [DIAL]を回して、消去したいM-CHを選びます。
e [M/CALL MW]を短く押し、1秒以内にもう一度[M/CALL
MW]長く(ピッ ピピと鳴るまで)押すと、メモリー内容を消
去して、セレクトメモリーライト状態になります。

r消去後、[V/MHz SCAN]を押すと、元のモード(VFOまたは
メモリー)に戻ります。

■メモリークリア(消去)のしかた

CALL-CHとは、各バンドで決められた呼び出し周波数のこと
で、メインチャンネルとも呼ばれています。

¡C0：145.000MHz(144MHz帯)
¡C1：433.000MHz(430MHz帯)
通常のM-CHと同様に、自由にメモリー内容を書き替え
(�P31、32)られるので、使用頻度の高い周波数を記憶してお
くと便利です。

q [M/CALL MW]を短く押して、CALL-CHを呼び出します。
※押すごとに、メモリーモードとCALL-CHモードを切り
替えます。

w [DIAL]を回して、CALL-CHを選択します。
e以前に使用していた運用モードに戻りたいときは、
[V/MHz SCAN]を押すとVFOモード、[M/CALL MW]を
押すとメモリーモードに戻ります。
※CALL-CHから、VFOモードに戻ると小文字の“c”を表示
します。

■コールチャンネル(CALL-CH)の使いかた

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

[M/CALL MW] [M/CALL MW]

SET

MAIN

5

MAIN

M

長く押す�M/CALL
MW

MAIN

M

MAIN

M

MAIN

MAIN

消去する�
M-CHを選択�

短く押し、続け�
て長く押す�

M/CALL
MW を押す�SCAN

V/MHz消去後�

VFOモードに戻る�

VFOモード�

メ
モ
リ
ー
の
使
い
か
た
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スキャンとは、周波数やM-CHを自動的に切り替えて、信号の
出ているところを探し出す機能です。

VFOモードで行うスキャン
¡フルスキャンの動作(�P39)

左(Left)/右(Right)バ
ンドに定められた周
波数範囲をスキャン
します。

メモリーモードで行うスキャン
¡メモリー/バンクスキャンの動作(�P40)

メモリーチャンネル、
または指定したバンク
に編集されたM-CHを
スキャンします。
※チャンネル番号は表
示されず周波数表示
のみ切り替わる

¡プログラムスキャンの動作(�P39)
プログラムスキャン用
チャンネル ( P R O -
GRAM-CH)に書き込
まれた周波数範囲をス
キャンします。

■スキャンについて

下限周波数� 上限周波数�

スキャン�

ジャンプ�

P SKIPP SKIP

M A

M A M A

M AM A

� M A

M A

M A

SKIP

SKIP

下限(1A~5A) 上限(1B~5B)

スキャン�

ジャンプ�

ジャンプ�

Dスケルチの調整
通常は雑音が消え“BUSY”表示が消灯する位置にセットして
おきます。
スキャン動作中でも、スケルチの調整ができます。

Dスキャン中の[DIAL]ツマミについて
¡スキャン中に[DIAL]を回すと、回した方向でアップスキャ
ンとダウンスキャンを切り替えます。

¡信号を受信してスキャンを一時停止しているときに、
[DIAL]を回すと即時再スタートします。

Dスキャン中のステップについて
スキャン中に周波数を切り替えるステップ幅は、あらかじめ
各バンドごとに設定しているチューニングステップ(�P21)で
動作します。

Dスキップ機能について
すべてのスキャンでスキップ(必要のないM-CHをスキャンか
ら除外する)指定ができます。
スキップの設定については38ページを参照してください。
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6スキャンのしかた

6

D信号を受信すると
スキャン中に信号を受信すると、その周波数で約15秒(初期設
定)間停止して受信します。
約15秒経過すると、自動的に再スタートします。

D再スタート条件の設定
再スタートの条件は、SETモードで変更することができます。
なお、SETモードはMAINバンドに対して動作します。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定できます。

q再スタートの条件を設定するバンドの[MAIN BAND]を短
く押して、MAINバンドを設定します。

w [SET ]を短く押して、SETモードを表示します。
e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢スキャン
ストップタイマーの設定｣項目を選択します。

rMAINバンドの[DIAL]を回して、再スタートの条件を選択
します。
¡SCt-5 ：一時停止してから5秒後に再スタートします。
¡SCt-10：一時停止してから10秒後に再スタートします。
¡SCt-15：一時停止してから15秒後に再スタートします。
¡SCP-2 ：信号が続くかぎり一時停止し、信号が途切れ

ると約2秒後に再スタートします。
tMAINバ ンドの [MAIN BAND]、 [V/MHz SCAN]、
[M/CALL MW]を短く押すと、SETモードを解除して周波
数表示に戻ります。
※ [DUP MONI]、[TONE DTMF]でも解除できます。

Dスキップチャンネルの指定と解除のしかた
スキャンの操作を行うバンドに、“ ”表示が点灯している
ことを確認します。
点灯していないときは、[MAIN BAND]を短く押して、
MAINバンドを設定します。

q [M/CALL MW]を短く押して、メモリーモードにします。
※メモリーモードのとき、[M/CALL MW]を押すと、
CALL-CHモードになります。
このときは、もう一度[M/CALL MW]を押します。

w [SET ]を短く押して、SETモードを表示します。
e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢スキップ
チャンネルの設定｣項目を選択します。

rMAINバンドの[DIAL]を回して、｢CHS - On｣または
｢CHS - OF｣を選択します。
¡CHS - OF：メモリーチャンネルのスキップ機能を解除

します。(初期設定値)
¡CHS - On：メモリーチャンネルにスキップ機能を指定

します。
tMAINバ ンドの [MAIN BAND]、 [V/MHz SCAN]、
[M/CALL MW]を短く押すと、SETモードを解除して周波
数表示に戻ります。
※ [DUP MONI]、[TONE DTMF]でも解除できます。

MAIN

MAIN

M
SKIP

点灯�

ス
キ
ャ
ン
の
し
か
た
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6 スキャンのしかた

■VFOスキャンのしかた

DVFOスキャン/プログラムスキャンの操作
¡フルスキャンは、左(Left)/右(Right)バンドに定められた周
波数範囲をスキャンします。
(周波数範囲については81ページ参照)

¡プログラムスキャンは、プログラムスキャン用チャンネル
(PROGRAM-CH)の“1A/1b”～“5A/5b”に記憶している周
波数範囲をスキャンします。

¡左(Left)バンド/右(Right)バンドで個別にスキャンできま
す。

q [V/MHz SCAN]を短く押して、VFOモードにします。
w [V/MHz SCAN]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、
VFOスキャンを開始します。
(メモリー表示部にスキャンガイダンス表示が点滅します。)
※ スキャン中に[SET ]を短く押すと、VFOスキャン
またはプログラムスキャンを選択することができます。

¡ AL ：フルスキャン動作となります。
¡ P1 ：1A/1bに設定された周波数範囲をスキャンします。
¡ P2 ：2A/2bに設定された周波数範囲をスキャンします。
¡ P3 ：3A/3bに設定された周波数範囲をスキャンします。
¡ P4 ：4A/4bに設定された周波数範囲をスキャンします。
¡ P5 ：5A/5bに設定された周波数範囲をスキャンします。

e再度、[V/MHz SCAN]を短く押すと、VFOスキャンまた
はプログラムスキャンを解除します。

MAIN

MAIN

フルスキャン�

プログラムスキャン�
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■メモリースキャンのしかた

Dメモリースキャンの操作
メモリースキャンは、周波数を記憶しているM-CHを順次切り
替えて、信号を探し出すスキャンです。
スキップチャンネルに指定したM-CH( が点灯)は、スキャ
ンスタート操作をしたとき、そのM-CHをスキップしてスキャ
ンします。
※PROGRAM-CHはスキャンしません。

¡左(Left)バンド/右(Right)バンドで個別にスキャンできま
す。

q [M/CALL MW]を短く押して、メモリーモードにします。
w [V/MHz SCAN]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、メ
モリースキャンを開始します。

e再度、[V/MHz SCAN]を短く押すと、メモリースキャン
を解除します。

SKIP

Dメモリーバンクスキャンの操作
指定したバンクに編集されたM-CH(周波数)をスキャンしま
す。
※バンクに編集したチャンネル番号は表示されません。
※スキップが指定されたM-CH(周波数)はスキップしてスキャ
ンします。

※PROGRAM-CHはスキャンしません。

¡左(Left)バンド/右(Right)バンドで個別にスキャンできま
す。

q [M/CALL MW]を短く押して、メモリーモードにします。
w [MAIN BAND]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押します。
(バンク表示部が点滅します。)
※選択したM-CHをすでに編集している場合は、編集して
いるバンクを表示します。

e [DIAL]を回して、バンクを選択します。
r [M/CALL MW]を短く押して、バンクを設定します。
(バンク表示部が点滅から点灯に切り替わります。)

t [V/MHz SCAN]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、選
択したバンクスキャンを開始します。

y [V/MHz SCAN]を押すと、バンクスキャンを解除します。

■メモリーバンクスキャンのしかた

MAIN

M

MAIN

M

ス
キ
ャ
ン
の
し
か
た
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VFO周波数とM-CH

VFO周波数とメモリース
キャン

VFO周波数とCALL-CH

VFO周波数とメモリーバ
ンク

プライオリティスキャンは、通常の受信をしながら特定周波
数の信号の有無を知るためのスキャンです。
プライオリティスキャンには、下記の種類があります。

¡受信する周波数/M-CHは、約5秒ごとに1回(0.5秒以内)で
受信し、信号を受信すると他のスキャンと同様に一時停止
します。
受信する周波数/M-CHを、プライオリティCH(チャンネル)
といいます。

※一時停止の時間および再スタートの条件は、他のスキャン
と同じです。(SETモードの設定条件)

■プライオリティスキャンについて

VFO周波数を約5秒間受信しながら、
指定のM-CHの信号の有無を受信(監
視)します。

VFO周波数を約5秒間受信しながら、
スキャン中のM-CHを順次受信(監視)
します。

VFO周波数を約5秒間受信(ワッチ)し
ながら、指定のコールチャンネルを受
信(監視)します。

VFO周波数を約5秒間受信(ワッチ)し
ながら、指定のメモリーバンクに編集
したM-CHの周波数を受信(監視)しま
す。

種　　　類 動　　　　作

DVFO周波数を受信中にM-CHを受信する
プライオリティスキャンは、左(Left)/右(Right)の両バンドを
個別に操作することができます。

ただし、プライオリティスキャンのスタート/ストップ操作
([LOW PRIO])は、MAINバンドに対して動作します。

qVFOモードで周波数を設定します。(�P17)
wメモリーモードで受信するM-CHを指定しておきます。
(�P30)

e [LOW PRIO]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、プラ
イオリティスキャンを開始します。
(プライオリティスキャン中はMHz桁のデシマルポイント
が点滅します。)

r再度、[LOW PRIO]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、
プライオリティスキャンを解除します。

VFO
周波数� 指定M-CH

約5秒受信� 約5秒に1回瞬間的�
に受信する�
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DVFO周波数を受信中にM-CHを順次受信する
qVFOモードで周波数を設定します。(�P17)
wメモリーモードを指定しておきます。(�P30)
e [V/MHz SCAN]スイッチを長く(ピッ、ピーと鳴るまで)
押して、メモリースキャンをスタートさせます。

r [LOW PRIO]スイッチを長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押す
と、プライオリティスキャンを開始します。
(プライオリティスキャン中はMHz桁のデシマルポイント
が点滅します。)

t再度、[LOW PRIO]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、
プライオリティスキャンを解除します。

DVFO周波数を受信中にCALL-CHを受信する
qVFOモードで周波数を設定します。(�P17)
wCALL-CHモードを設定します。(�P36)
e [LOW PRIO]スイッチを長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押す
と、プライオリティスキャンを開始します。
(プライオリティスキャン中はMHz桁のデシマルポイント
が点滅します。)

r再度、[LOW PRIO]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、
プライオリティスキャンを解除します。

VFO�
周波数�

約5秒受信�

約5秒に1回瞬間�
的に受信する�

M-CH  0

M-CH  1(SKIP)

M-CH  2

M-CH  199

VFO
周波数� CALL-CH

約5秒受信� 約5秒に1回瞬間�
的に受信する�

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ス
キ
ャ
ン
の
し
か
た



43

7 プライオリティスキャンのしかた

DVFO周波数を受信中にメモリーバンクに編集した
M-CH(周波数表示のみ)を受信する

qVFOモードで周波数を設定します。(�P17)
w [M/CALL MW]を短く押し、メモリーモードにします。
e [MAIN BAND]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押します。
r [DIAL]を回して、バンクを選択します。
t [MAIN BAND]を短く押して、バンクを設定します。
y [DIAL]を回して、バンクに編集した周波数を選択します。
u [LOW PRIO]スイッチを長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押す
と、プライオリティスキャンを開始します。
(プライオリティスキャン中はMHz桁のデシマルポイント
が点滅します。)

i再度、[LOW PRIO]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、
プライオリティスキャンを解除します。

VFO
周波数�

約5秒受信� 約5秒に1回瞬間�
的に受信する�

バンクに編集した�
M-CH(周波数)

■ プライオリティスキャンについて (つづき)
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■SETモードの設定方法

SETモードは、初期設定されている運用条件を、運用する状
況やお好みの使いかたに応じて変更するモードです。

SETモードは、左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定す
ることできます。
なお、SETモードはMAINバンドに対して動作します。

DSETモードの操作
¡左(Left)バンドの操作例で表記します。

q左(Left)バンドの[MAIN BAND]を短く押して、MAINバ
ンドを設定します。

w [SET ]を短く押します。
(SETモードを表示します。)

e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押すごとに、設定
項目が切り替わります。(次ページ参照)

MAIN

MAIN

r左(Left)バンドの[DIAL]を回して、設定内容を選択します。

※続けてSETモードを設定するときは、eとrを繰り返し
操作してください。

t左(Left)バンドの[MAIN BAND]、[V/MHz SCAN]、
[M/CALL MW]を短く押すと、SETモードを解除して周波
数表示に戻ります。

MAIN

MAIN

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

[SET       ][MAIN BAND]

[LOW PRIO][DIAL]

SET

MAIN

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

DIALDIAL

SQLSQL

DUP

MONI

TONE

DTMF

LOW

PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

両バンドのSETモード�
を解除する�

SETPWR

右(Right)バンドの�
SETモードを解除�
する�

左(Left)バンドの�
SETモードを解除�
する�

MAIN

¡SETモードで使用する操作キー

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ス
キ
ャ
ン
の
し
か
た

S
E
T
モ
ー
ド
の
設
定
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MAIN

MAIN

MAIN MAIN MAIN

MAIN

MAIN DTCS

DTCS

MAIN T SQL

MAIN TMAIN MAIN

MAIN

M

※1：430Mバンド選択時は｢5.000｣と表示�
 します。�
 222Mバンド選択時は｢0.600｣と表示�
 します。�
 その他のバンド選択時は｢0.000｣と表�
 示します。�
※2：メモリーモード選択時のみ表示します。�

DUP

ディマーの設定�
�

AMモードの設定�
�

1st LOの設定 

スキップチャンネルの設定 ※2

スキャンストップタイマーの設定�
�

チューニングステップの設定 オフセット周波数の設定 ※1

DTCS位相反転機能の設定�
�

DTCSコードの設定�

トーンスケルチ用トーン周波数の設定�

レピータ用トーン周波数の設定�バックカラーの設定�
SET

LOW
PRIO

SET

LOW
PRIO

SETLOW
PRIO

SETLOW
PRIO

SETLOW
PRIO

SETLOW
PRIO

SET

LOW
PRIO

SET

LOW
PRIO

SET LOW
PRIO

SET LOW
PRIO

SET LOW
PRIO

SET LOW
PRIO

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

[LOW PRIO]

SET

[SET       ]

MAIN

DSETモードの設定項目
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8
Dトーンスケルチ用トーン周波数の設定

トーンスケルチ、ポケットビープで使用するトーン周波数を設定
します。

¡88.5：67.0～254.1Hz(50波)の中から
選択します。
(初期設定値：88.5Hz)

Dレピータ用トーン周波数の設定

レピータ運用で使用するトーン周波数を設定します。

¡88.5：67.0～254.1Hz(50波)の中から
選択します。
(初期設定値：88.5Hz)

Dディマーの設定

ディスプレイの明るさを設定します。

¡d - 4：d - 1(暗い)～d - 4(明るい)の中
から選択します。
(初期設定値：d - 4)

■SETモードの項目について

Dバックカラーの設定

ディスプレイのバックカラーを設定します。

¡COL - A ：ディスプレイのバックカラー
を橙色にします。
(初期設定値)

¡COL - G ：ディスプレイのバックカラー
を緑色にします。

MAIN

MAIN

～
�

MAIN

MAIN

MAIN T SQL

MAIN T SQL

～
�

MAIN T

MAIN T

～
�

67.0
69.3
71.9
74.4
77.0
79.7
82.5
85.4
88.5

91.5
94.8
97.4
100.0
103.5
107.2
110.9
114.8
118.8

123.0
127.3
131.8
136.5
141.3
146.2
151.4
156.7
159.8

162.2
165.5
167.9
171.3
173.8
177.3
179.9
183.5
186.2

189.9
192.8
196.6
199.5
203.5
206.5
210.7
218.1
225.7

229.1
233.6
241.8
250.3
254.1
(単位：
Hz)

67.0
69.3
71.9
74.4
77.0
79.7
82.5
85.4
88.5

91.5
94.8
97.4
100.0
103.5
107.2
110.9
114.8
118.8

123.0
127.3
131.8
136.5
141.3
146.2
151.4
156.7
159.8

162.2
165.5
167.9
171.3
173.8
177.3
179.9
183.5
186.2

189.9
192.8
196.6
199.5
203.5
206.5
210.7
218.1
225.7

229.1
233.6
241.8
250.3
254.1
(単位：
Hz)

S
E
T
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ド
の
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定
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D DTCSコードの設定

コードスケルチ、DTCSビープで使用するコードを設定します。

¡023：023～754(104波)の中から選択
します。
(初期設定値：023)

Dオフセット周波数の設定

430MHz帯のレピータ運用時のオフセット周波数を設定します。
0.000～20.000MHzの範囲で設定できます。

¡430MHz帯：5.000MHz(初期設定値)
※その他の周波数帯は、0.000MHzを設定
しています。

D DTCS位相反転機能の設定

送信側、受信側それぞれの組み合わせで、コードの送出または検
出の位相を設定します。

¡dtP - nn：送信/受信とも反転しません。
(初期設定値)

¡dtP - nr：送信側を反転しないで、受信
側を反転します。

¡dtP - rn：送信側を反転し、受信側は反
転しません。

¡dtP - rr：送信/受信とも反転します。

Dチュニングステップの設定

周波数の設定、またはスキャンするときの周波数可変幅を設定し
ます。

¡ 5※、10、12.5、15※、20、25、30、50kHz
の中から選択します。

※900MHzバンドでは選択できません。

MAIN DTCS

MAIN

MAIN

～
�

DTCS

DTCS MAIN

MAIN

MAIN

MAIN DUP

DUP

023
025
026
031
032
036
043
047

051
053
054
065
071
072
073
074

114
115
116
122
125
131
132
134

143
145
152
155
156
162
165
172

174
205
212
223
225
226
243
244

245
246
251
252
255
261
263
265

266
271
274
306
311
315
325
331

332
343
346
351
356
364
365
371

411
412
413
423
431
432
445
446

452
454
455
462
464
465
466
503

506
516
523
526
532
546
565
606

612
624
627
631
632
654
662
664

703
712
723
731
732
734
743
754
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表　示 動　作　内　容
SCt -   5 一時停止してから5秒後に再スタートします。
SCt - 10 一時停止してから10秒後に再スタートします。
SCt - 15 一時停止してから15秒後に再スタートします。
SCP -  2 信号が続くかぎり一時停止し、信号が途切れると2秒後に再ス

タートします。

Dスキャンストップタイマーの設定

スキャン動作中に信号を受信して一時停止
したあと、再スタートするまでの条件を設
定します。

¡スキャンストップタイマーの条件を下表
の中から選択します。
(初期設定値：SCt - 15)

D 1st LOの設定

1st Loの周波数を反転して、周波数関係で起こるスプリアス障害
を改善できることがあります。

¡Lo    -   n：1st  Loを反転しない。
(初期設定値)

¡Lo    -   r ：1st  Loを反転します。

※この設定は、左(Left)バンドの118.0
00～160.000MHz、右(Right)バンド
の400.000～450.000MHzの周波数範
囲で動作します。

Dスキップチャンネルの設定

メモリースキャン時に、スキャンの対象からはずしたいチャンネ
ルを飛び越す(スキップ)ように指定する機能です。

¡CHS - OF：メモリーチャンネルのスキ
ップ機能を解除します。
(初期設定値)

¡CHS - On：メモリーチャンネルにスキ
ップ機能を指定します。

※この項目は、メモリーモードのときに
SETモードにしなければ表示されませ
ん。

D AMモードの設定

AMモードを設定します。

¡COn -   A：AMモードにします。
(127Mバンドでの初期設定値)

※900Mバンドでは、設定できません。

¡COn -   F：FMモードにします。
(127Mバンド以外での
初期設定値)

MAIN

MAIN

MAIN

M

MAIN

M
SKIP

MAIN

MAIN
AM

MAIN

MAIN

S
E
T
モ
ー
ド
の
設
定
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■イニシャルSETモードの設定方法

イニシャルSETモードは、左(Left)/右(Right)の両バンド共通
の運用条件を変更するモードです。

DイニシャルSETモードの操作
q [PWR]を長く押して、いったん電源を切ります。
w [SET ]を押しながら[PWR]を長く押して、電源を入
れます。(イニシャルSETモ－ドを表示します。)

e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押すごとに、設定
項目が切り替わります。(次ページ参照)

r左(Left)バンドの[DIAL]を回して、設定内容を選択します。
※続けてイニシャルSETモードを設定するときは、eとr

を繰り返し操作してください。

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

[MAIN BAND] [SET       ]

[LOW PRIO][DIAL]

t [PWR]を短く押すと、イニシャルSETモードを解除して、
周波数表示に戻ります。

MAIN

¡イニシャルSETモードの操作キー
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TDUP

ビープ音(操作音)�
の設定�

タイムアウト�
タイマーの設定�

オートレピータ機能�
の設定�

オートパワーオフ機能�
の設定� ファン制御の設定�

パケット変調方式�
の設定�

パケット運用バンド�
の設定�

スケルチディレイ�
の設定�マイクレベルの設定�

アッテネーター機能�
の設定�

VFO運用バンド�
の設定�

DTMFコード送出�
スピードの設定�

サブバンドミュート�
機能の設定�

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

[LOW PRIO]

SET

[SET       ]

�
SET

LOW
PRIO

SET

LOW
PRIO

SET

LOW
PRIO

SET

LOW
PRIO

SET

LOW
PRIO

SETLOW
PRIO

SET LOW
PRIO

SET LOW
PRIO

SETLOW
PRIO

SETLOW
PRIO

SET

LOW
PRIO

SET

LOW
PRIO

SET

LOW
PRIO

DイニシャルSETモードの設定項目

イ
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ル
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ー
ド
の
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定
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■イニシャルSETモードの項目について

Dビープ音(操作音)の設定

キー操作が正しく行われたかどうかを知らせるビープ音を設定し
ます。

¡bEP - OF：鳴りません。
¡bEP - On：ビープ音を鳴らします。

(初期設定)

Dオートレピータ機能の設定

レピータ運用をするための、シフト方向(－：マイナス)とトーン
の“ON/OFF”を自動で設定するオートレピータ機能を設定しま
す。

¡rPt - OF：オートレピータ機能を無効に
します。

¡rPt - On：オートレピータ機能を有効に
します。(初期設定)

※アマチュバンドの430MHz帯で、周波数
範囲“439.000～440.000MHz”に対応し
ています。

Dタイムアウトタイマー機能の設定

連続して送信する時間の制限を設定します。

¡tOt - OF：制限をしません。(初期設定)
¡tOt -   3：3分に制限します。
¡tOt -   5：5分に制限します。
¡tOt - 15：15分に制限します。
¡tOt - 30：30分に制限します。

※禁止時間の10秒前にビープ音を鳴らし
て知らせます。

Dオートパワーオフ機能の設定

自動的に電源を“OFF”にするオートパワーオフ機能を設定します。
待ち受け状態(受信やキー操作のない状態)が一定時間(下記の設定
時間)続くと、自動的に電源を切ります。

¡POF - OF：オートパワーオフ機能を無
効にします。(初期設定)

¡POF - 30：30分後に電源を切ります。
¡POF - 1H：1時間後に電源を切ります。
¡POF - 2H：2時間後に電源を切ります。

～
�

～
�

TDUP
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9

Dファン制御の設定

空冷ファンの動作を｢AUTO｣または｢連続｣にするかを設定します。

¡FAn - At ：送信すると、ファンが動作
して、約2分後に停止します。
(初期設定値)
また、本体の温度が一定以
上になるとファンが動作し
ます。

¡FAn - On：連続動作となります。

Dパケット運用バンドの設定

パケット運用バンドを左(Left)バンド、右(Right)バンド、または
MAINバンドするかを設定します。

¡PAC -    L：パケット運用を左(Left)バ
ンドにします。

¡PAC -    r ：パケット運用を右(Right)
バンドにします。

¡PAC -  At：パケット運用をMAINバン
ドにします。(初期設定値)

Dパケット変調方式の設定

パケット通信の変調方式(通常/高速)を選択します。

¡bPS - 12：通信時の変調方式を1200
bpsにします。
(初期設定値)

¡bPS - 96：通信時の変調方式を9600
bpsにします。

～
�

■ マイクからの送信要求とパケットからの送信要求が重複したと
きのご注意

¡1200bps選択時
パケット信号送出中にマイクの[PTT]スイッチを“ON”にした
場合、パケット信号とマイクからの音声信号が同時に送出され
ます。
また、マイクから送信中にパケット信号の送出要求があった場
合、音声信号とパケット信号が同時に送信されます。

¡9600bps選択時
パケット信号送出中にマイクの[PTT]スイッチを“ON”にした
場合、パケット信号の送出を中止し、マイクからの音声信号が
送出されます。
また、マイクから送信中にパケット信号の送出要求があった場
合、パケット信号は送出を止め、音声信号を続けて送信します。

イ
ニ
シ
ャ
ル
S
E
T
モ
ー
ド
の
設
定
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Dスケルチディレイの設定

受信時のスケルチディレイ(遅延)の制御時間を選択します。

¡Sqt -   S：スケルチディレイ(遅延)時間
を｢Short｣にします。
(初期設定値)

¡Sqt -   L：スケルチディレイ(遅延)時間
を｢Long｣にします。

Dアッテネーター機能の設定

[SQL]ツマミを12時方向より、右に回すと約10dBのアッテネー

ター機能を動作させる機能です。

¡Att - OF：アッテネーター機能を無効に

します。(初期設定値)

¡Att - On：最大約10dBのアッテネーター

機能が動作します。

Dマイクレベルの設定

マイク感度を2段階で設定します。

¡LEL -   L ：マイク感度を｢Low｣ベルに
します。

¡LEL -   H：マイク感度を｢High｣レベル
にします。(初期設定値)

Sメーターレベル Short選択時 Long選択時
S0～S2点灯 40msec 200msec
S3～S5点灯 10msec 50msec
S6～S7点灯 0msec 0msec

※スケルチディレイは、受信信号の強さ(Sメーターレベル)に応
じて、下記のように遅延時間を設定しています。
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Dサブバンドミュート/ビジービープの設定

サブバンドミュートは、MAINバンドで信号を受信したときに、
サブバンドの受信音を自動的にミュートする機能です。
サブバンドビジービープは、サブバンドの受信を終了(スケルチ
が閉じる)したときに、ビープ音(ピッ)を鳴らして終了を知らせる
機能です。

¡SUb - OF ：サブバンドオートミュ
ート/サブバンドビジー
ビープの両機能を無効
にします。
(初期設定値)

¡SUb - OF S：サブバンドオートミュ
ート機能のみを無効に
します。

¡SUb - On ：サブバンドオートミュ
ート機能のみ有効とな
ります。

¡SUb - On S：サブバンドオートミュ
ート/サブバンドビジー
ビープの両機能ともに
有効となります。

D VFO運用バンドの設定

運用するバンドを個別バンドにするかオールバンドにするかを設
定します。

¡ACb - SI ：選択しているバンドの周波
数範囲内だけで運用する、
個別バンド運用となります。

¡ACb - AL：オールバンドで運用ができ
ます。(初期設定)

【運用例】
AIRバンドを選択して、｢ACb - SI｣を選択した場
合AIRバンド(118.000～135.975MHz)だけの個
別運用となります。
※他のバンドを運用するときは、[MAIN  BAND]を長く(約1秒)押して、
他のバンドを選択します。

D DTMFコード送出スピードの設定

DTMFコードの送出するスピードを選択します。

¡dtd -   1：約100msec間隔で送出しま
す。(初期設定)

¡dtd -   2：約200msec間隔で送出しま
す。

¡dtd -   3：約300msec間隔で送出しま
す。

¡dtd -   5：約500msec間隔で送出しま
す。

～
�
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最大24桁のDTMF信号を、14チャンネルのDTMFメモリー
に記憶することができます。
DTMFメモリー機能は、MAINバンドに対して動作します。
DTMFメモリーは、両バンド共通となっていますので、どち
らかのバンドで書き込んだDTMFメモリーを、両バンドで使
用できます。
¡DTMFメモリーは、別売品の多機能マイクロホン(HM-133)
でも操作できます。

DDTMFメモリーの書き込みかた
¡右(Right)バンドの操作例で表記します。

q右(Right)バンドの[MAIN BAND]を短く押して、MAINバ
ンドを設定します。

w [TONE DTMF]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、
DTMF運用モードにします。
(100MHz桁に“d”表示が点灯します。)

e [SET ]を短く押して、DTMFメモリー選択状態にしま
す。(DTMFメモリー表示が点滅します。)

r右(Right)バンドの[DIAL]を回して、DTMFメモリーチャ
ンネルを選択します。
※DTMFメモリーチャンネルは｢d0～d9、dA～dd｣が選択
できます。

t [SET ]を短く押すと、1桁目が点滅してDTMFコード
の入力状態になります。

■DTMFメモリー機能の使いかた

y右(Right)バンドの[DIAL]を回して、DTMFコードを設定
します。
※DTMFコードは、｢0～9、A～F｣が選択できます。

u [SET ]を短く押すと、点滅が2桁目に移動します。
※設定桁の移動は、[SET ]を短く押すと右に移動、
[LOW PRIO]を短く押すと左に移動します。

※続けてDTMFコードを設定するときは、前記yとuを繰
り返し操作することで、最大24桁まで設定できます。

※6桁以上入力したときは、6桁ずつ順送りで表示します。
※24桁入力したときは、自動的にDTMFコードを書き込
み、DTMFメモリー選択状態に戻ります。

※続けて別のDTMFメモリーに書き込むときは、前記e～
uを繰り返し操作します。

i設定したDTMFコードを書き込むときは、右(Right)バンド
の[MAIN BAND]、[V/MHz SCAN]、[M/CALL MW]、
または[TONE DTMF]、[DUP MONI]を短く押すと、
DTMFコードを書き込み、DTMF運用モードに戻ります。

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

[TONE DTMF]

[LOW PRIO]

[DIAL]

SET

[SET       ]

MAIN
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MAIN

MAIN

MAIN

MAIN MAIN

MAIN MAIN

MAIN

を短く押す�を長く押す�TONE
DTMF

を短く押す�TONE
DTMF

LOW
PRIO

SET を短く押す�SET

または�SET

でDTMFメモリー�
チャンネルを選択�

でDTMFコード�
を設定する�

MAIN

でDTMFコード�
を設定する�

DTMF運用モードに戻る�

DTMF運用モード�

2桁目が点滅する�

1桁目が点滅�

通常運用モード�

を押して、�

《例》DTMFメモリー “d1” に “5428Ab435” のDTMFコードの設定

DDTMFコードの訂正と消去のしかた
不要になったDTMFメモリーのコードを消去できます。
q [TONE DTMF]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、
DTMF運用モードにします。
(100MHz桁に“d”表示が点灯します。)

w [SET ]を短く押して、DTMFメモリーの表示にします。
e [DIAL]を回して、訂正または消去するDTMFメモリーチャ
ンネル(dA～dd、d0～d9)を選びます。

r [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、訂正する
桁を点滅させます。

t [DIAL]を回して、正しいDTMFコードを設定します。
※点滅している桁で“ー”を選択すると、“ー”表示以降の桁
がすべて“ー”になり消去されます。
1桁目に“ー”を選択すると、選択したメモリーのDTMF
コードはすべて消去されます。

y [MAIN BAND]、[V/MHz SCAN]、[M/CALL MW]、ま
たは[TONE DTMF]、[DUP MONI]を短く押すと、DT
MF運用モードに戻ります。

各
種
機
能
の
設
定
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DDTMFコードの送出操作

qMAINバンドを設定して、運用周波数を設定します。

w [TONE DTMF]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、
DTMF運用モードにします。

e [SET ]を短く押して、DTMFメモリー選択状態にしま
す。

rMAINバンドの[DIAL]を回して、DTMFメモリーチャンネ
ルを選択します。

※DTMFメモリーチャンネルは｢d0～d9、dA～dd｣が選択
できます。

MAIN

MAIN

MAIN

DDTMF運用モードの解除
[TONE DTMF]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押します。
DTMF運用モードを解除して、通常の運用モードに戻ります。

MAIN

MAIN

DTMF運用モード�

通常運用モード�
を長く押す�TONE

DTMF

tマイクの[PTT]スイッチを押して、送信します。

※DTMF運用モードに戻り、DTMFメモリーの内容が送信
されます。

※DTMFメモリーのコードが順次送出されると同時に、
“ピポパ”音が鳴ります。

MAIN
T  X

■ DTMFメモリー機能の使いかた (つづき)
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D DTMFコードの送出スピードの設定

初期設定でDTMFメモリーの送出スピードは、約100ミリ秒間
隔に設定していますが、イニシャルSETモードで変更できま
す。

q [PWR]を長く押して、いったん電源を切ります。
w [SET ]を押しながら[PWR]を長く押して、電源を入
れます。(イニシャルSETモ－ドを表示します。)

e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢DTMFコ
ード送出スピードの設定｣項目を選択します。
¡ dtd -   1：約100msec間隔で送出します。(初期設定)
¡ dtd -   2：約200msec間隔で送出します。
¡ dtd -   3：約300msec間隔で送出します。
¡ dtd -   5：約500msec間隔で送出します。

r左(Left)バンドの[DIAL]を回して、DTMFコードの送出ス
ピードを選択します。

t [PWR]を短く押すと、周波数表示に戻ります。

各
種
機
能
の
設
定
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Dトーン機能とは
送信周波数にCTCSSトーン周波数またはDTCSコードを重畳
して送出します。
受信時には重畳されたCTCSSトーン周波数またはDTCSコー
ドが一致したときのみ、受信回路を動作させ、特定局の個別
呼び出しを行う便利な機能です。

Dトーンスケルチ機能とは
特定の相手局と交信するときに便利な機能です。
自局が設定したCTCSSトーン周波数またはDTCSコードを受
信したときだけ、スケルチが開いて通話できるので、快適な
待ち受け受信ができます。

Dポケットビープ機能とは
トーンスケルチ機能での待ち受け受信中、呼び出しを受ける
とビープ音で知らせてくれる便利な機能です。
呼び出しを受けると、ビープ音“ピロピロピロ”が30秒間鳴り
続けるとともに、ディスプレイの“SS”を点滅して知らせて
くれるので、聞き逃すことがありません。

《ご参考》
隣接したトーン周波数を使用している局がいると、トーンス
ケルチが開くことがあります。

■トーンスケルチ機能の使いかた

DCTCSSトーン周波数を設定する
CTCSSトーン周波数は、SETモードで設定できます。
なお、SETモ－ドはMAINバンドに対して動作します。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定できます。

qCTCSSトーンを設定するバンドの[MAIN BAND]を短く
押して、MAINバンドを設定します。

w [SET ]を短く押して、SETモードを表示します。
e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢トーンス
ケルチ用トーンの設定｣項目を選択します。

rMAINバンドの[DIAL]を回して、トーン周波数を選択しま
す。

tMAINバ ンドの [MAIN BAND]、 [V/MHz SCAN]、
[M/CALL MW]を短く押すと、SETモードを解除して周波
数表示に戻ります。
※ [DUP MONI]、[TONE DTMF]でも解除できます。

MAIN T SQL

MAIN

¡88.5Hz 
(初期設定値)
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DDTCSコードを設定する
DTCSコードは、SETモードで設定できます。
なお、SETモ－ドはMAINバンドに対して動作します。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定できます。

qDTCSコードを設定するバンドの[MAIN BAND]を短く押
して、MAINバンドを設定します。

w [SET ]を短く押して、SETモードを表示します。
e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢DTCSコ
ードの設定｣項目を選択します。

rMAINバンドの[DIAL]を回して、DTCSコードを選択しま
す。

tMAINバ ンドの [MAIN BAND]、 [V/MHz SCAN]、
[M/CALL MW]を短く押すと、SETモードを解除して周波
数表示に戻ります。
※ [DUP MONI]、[TONE DTMF]でも解除できます。

※送信側、受信側にそれぞれの組み合わせで、DTCSコー
ドの送出または検出の位相を62ページ設定することがで
きます。

MAIN DTCS

¡023
(初期設定値)

MAIN

023
025
026
031
032
036
043
047
051
053
054
065
071
072

073
074
114
115
116
122
125
131
132
134
143
145
152
155

156
162
165
172
174
205
212
223
225
226
243
244
245
246

251
252
255
261
263
265
266
271
274
306
311
315
325
331

332
343
346
351
356
364
365
371
411
412
413
423
431
432

445
446
452
454
455
462
464
465
466
503
506
516
523
526

532
546
565
606
612
624
627
631
632
654
662
664
703
712

723
731
732
734
743
754

¡DTCSコード一覧表

67.0
69.3
71.9
74.4
77.0
79.7
82.5
85.4
88.5

91.5
94.8
97.4
100.0
103.5
107.2
110.9
114.8
118.8

123.0
127.3
131.8
136.5
141.3
146.2
151.4
156.7
159.8

162.2
165.5
167.9
171.3
173.8
177.3
179.9
183.5
186.2

189.9
192.8
196.6
199.5
203.5
206.5
210.7
218.1
225.7

229.1
233.6
241.8
250.3
254.1

¡CTCSSトーン周波数一覧表　(単位：Hz)

各
種
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D運用モードを設定して、交信する
q [TONE DTMF]を短く押すごとに、｢通常モード｣ a ｢T :
(トーンエンコーダー)｣ a ｢T SQL SS : (CTCSSポケッ
トビープ)｣ a ｢T SQL : (トーンスケルチ)｣ a ｢SS
DTCS : (DTCSポケットビープ)｣ a ｢DTCS : (DTCSコ
ード)｣ a ｢通常モード｣と切り替わります。

wマイクロホンの[PTT]スイッチを押して、相手局を呼び出
して、通常の運用と同様に交信します。

MAIN

MAIN T

MAIN T SQL

MAIN T SQL

MAIN DTCS

MAIN DTCS

CTCSSポケットビープ�

DTCSポケットビープ�

通常モード�

トーンエンコーダー�

トーンスケルチ�

DTCSエンコーダー�

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

[TONE DTMF]

SET

MAIN

D待ち受け受信のときは
ポケットビープ機能で呼び出しを受けたら、30秒以内にマイ
クロホンの[PTT]スイッチを押して通話するか、[TONE
DTMF]を短く押すと、ポケットビープ機能を解除(“SS”が
消灯する)して、トーンスケルチ機能またはコードスケルチ機
能にします。
また、30秒経過しても何も操作しなかった場合、ビープ音は
自動停止しますが“SS”は点滅状態を続け、呼び出されたこ
とを知らせます。

¡トーンスケルチ機能が“ON”のとき

¡ポケットビープ機能が“ON”のとき

MAIN T SQL

※スケルチが開き、相手局からの呼び出し音が聞こえます。�

MAIN DTCS

MAIN T SQL

CTCSSによる�
ポケットビープ�

DTCSによる�
ポケットビープ�

※ビープ音が30秒間鳴り続け、応答しなかったときは、�
　 “S”が点滅を続けます。�

■ トーンスケルチ機能の使いかた (つづき)
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DDTCS位相反転機能について

送信側、受信側にそれぞれの組み合わせで、DTCSコードの
送出または検出の位相をSETモード設定することができます。
なお、SETモ－ドはMAINバンドに対して動作します。

¡左(Left)/右(Right)の両バンドを個別に設定できます。

qDTCS位相反転機能を設定するバンドの[MAIN BAND]を
短く押して、MAINバンドを設定します。

w [SET ]を短く押して、SETモードを表示します。
e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢DTCS位
相反転機能の設定｣項目を選択します。

rMAINバンドの[DIAL]を回して、下記から選択します。
¡dtP - nn ：送信/受信とも反転しません。(初期設定値)
¡dtP - nr ：送信側を反転しないで、受信側を反転します。
¡dtP - rn ：送信側を反転し、受信側は反転しません。
¡dtP - rr ：送信/受信とも反転します。

tMAINバンド側の[MAIN BAND]、[V/MHz SCAN]、
[M/CALL MW]を短く押すと、SETモードを解除して周波
数表示に戻ります。
※ [DUP MONI]、[TONE DTMF]でも解除できます。

各
種
機
能
の
設
定

【DTCS機能による送信中のご注意】

左(Left)/右(Right)の両バンドにDTCS機能を設定している場
合、フルデュプレックスの運用はできません。
(送信中は、受信側のバンドはDTCS機能による受信はできま
せん。)
また、受信側にCTCSS機能が設定されている場合は、受信
しない場合があります。
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トーンスケルチ機能(�P59)を使用して交信している局が、ど
のトーン周波数またはDTCSコード(�P60)を使用しているか
を検知するスキャンです。
¡VFO/メモリー/コールチャンネルモードに関係なく動作し
ます。

¡スキャン中に[DIAL]を回すと、回した方向でアップスキャ
ンとダウンスキャンを切り替えます｡

Dスタート操作
q [TONE DTMF]を短く押して、運用モードを設定します。
前項の ｢D 運用モードを設定して、交信する｣参照

w [V/MHz SCAN]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押します。
トーン周波数またはDTCSコードを表示して、スキャンを
開始します。

¡スキャン中にスケルチが開いているときはゆっくり、ス
ケルチが閉じているときは速くスキャンします。

¡一致したトーン周波数またはDTCSコードを検知すると、
スキャンが約10秒間(スキャン一時停止タイマーで設定
した時間)一時停止し、トーン周波数またはDTCSコード
を自動的に書き替えたあと(VFOモード時のみ)、スキャ
ンを再スタートします。

¡ポケットビープ状態から、トーンスキャンを行うと、ポ
ケットビープを解除して、トーン周波数またはDTCSコ
ードスキャンになります。

■CTCSSトーン/DTCSコードスキャンのしかた

¡T SQL ：トーンスケルチ用トーンを書き替える
¡DTCS ：DTCSコードを書き替える

【ご注意】
トーンスケルチモードでトーン周波数が一致するとトーンス
ケルチ用トーン周波数を書き替えます。
レピータ運用またはトーンスケルチ運用時はご注意ください。
ただし、M-CH、またはCALL-CHでトーンスキャンを行っ
たときは、一時的に記憶しますが、書き替えはしません。

MAIN T SQL MAIN DTCS

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

[V/MHz SCAN]

[LOW PRIO][DIAL]

SET

トーンスケルチ設定時の�
トーンスキャン中の表示�

DTCSエンコーダー設定時の�
コードスキャン中の表示�
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パケット通信の接続に便利なDATA端子(ミニ｠DIN｠6pin)を設
け、9600bpsの高速伝送速度にも対応しています。

D接続のしかた

TNC(パケット通信)と本機の接続は、DATA端子を使用しま
す。

■パケット通信について

¡DATA端子(ミニ｠DIN｠6pin)について

qDATA IN(入力)端子
通信データ(1200/9600bps)の入力端子

wGND端子
DATA IN、DATA OUT、AF OUTに使用する共通配線の
アース端子

ePTT P端子
グランドに接続すると送信状態になる

rDATA OUT(出力)端子
9600bpsの受信データの出力端子

tAF OUT(出力)端子
1200bpsの受信データの出力端子

ySQ端子
スケルチ信号の出力端子です。

※ [VOL]ツマミを反時計方向に回し切り、音が出ないよ
うにしたときは、このスケルチ信号は出力されません。
モニター音を出した状態にしてください。
受信時、スケルチが開くと“HIレベル(＋5V)”を出力し
ます。

q w

e

yt

r

q DATA IN

SQL
RX AUDIO

PTT

GND

TX AUDIO

TNC側�

w GND

e PTT P

y SQ

r DATA OUT

(通常接続不要)

シールド線�

q DATA IN

SQL

PTT

RX AUDIO

GND

TX AUDIO

TNC側�

w GND

e PTT P

y SQ

t AF OUT

(通常接続不要)

シールド線�

¡1200bpsの接続図

¡9600bpsの接続図
各
種
機
能
の
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Dパケット通信のしかた
パケットを運用する際は、ご使用のTNCに添付の取扱説明書
も併せてご覧ください。

qパケット運用バンドに周波数を設定します。
wTNCを操作して、運用を行ってください。

【マイクロホンからの送信要求とパケットからの送信
要求が重複したときのご注意】

¡1200bps選択時
パケット信号送出中にマイクロホンの[PTT]スイッチを押
して送信要求をした場合、パケット信号とマイクからの音
声信号が同時に送出します。
また、マイクロホンから送信中にパケット信号の送出要求
があった場合、音声信号とパケット信号が同時に送信しま
す。

¡9600bps選択時
パケット信号送出中にマイクロホンの[PTT]スイッチを押
して送信要求をした場合、パケット信号の送出を中止して、
マイクからの音声信号が送出します。
また、マイクロホンから送信中にパケット信号の送出要求
があった場合、パケット信号は送出を中止して、音声信号
を続けて送出します。

Dパケット運用バンドと通信速度の設定
パケット運用バンドと通信速度は、イニシャルSETモードで
変更することができます。

q [PWR]を長く押して、いったん電源を切ります。
w [SET ]を押しながら[PWR]を長く押して、電源を入
れます。(イニシャルSETモ－ドを表示します。)

e [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢パケット
運用バンドの設定｣項目を選択します。
¡PAC - At ：パケット運用をMAINバンドにします。
¡PAC -   R：パケット運用を右(Right)バンドにします。
¡PAC -   L ：パケット運用を左(Left)バンドにします。

r左(Left)バンドの[DIAL]を回して、運用するバンドの設定
をします。

t [SET ]または[LOW PRIO]を短く押して、｢パケット
変調方式の設定｣項目を選択します。
¡bPS - 12 ：通信時の変調方式を1200bpsにします。
¡bPS - 96 ：通信時の変調方式を9600bpsにします。

y左(Left)バンドの[DIAL]を回して、パケット変調方式を選
択します。

u [PWR]を短く押して、周波数表示に戻します。

■ パケット通信について (つづき)
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DTNCの送信信号出力調整について
9600bps運用時、リミッター回路により占有帯域を越えない
ようになっていますが、過大な信号が入力されると、通信エ
ラーとなりますので、TNC側で送信信号出力を調整してくだ
さい。

Dレベルメーターまたはオシロスコープによる調整
TNCのチェック用信号の送出コマンド(CALなど)を用い
て、TX Audioライン(DATA IN)のレベルを測定し、下記
の規定レベルになるように、TNC内蔵のボリューム、また
は直列抵抗を挿入して調整してください。

¡0.2Vp-p～0.5Vp-p (0.1Vrms～0.25Vrms)
〔推奨値 0.4Vp-p (0.2Vrms)〕

D測定器などがない場合
¡TNCを本機に接続し、TNCのチェック用信号の送出コマ
ンド(CALなど)を用いて、送信状態にします。

¡通信エラーが多い場合は、適正レベルになるようにTNC側
のレベルを調整(レベルダウン)します。

¡連続送信する場合(TX表示点灯時)は、RBBSなどにアクセ
スし、アクセスできないときは、送信信号出力レベルが不
足していますので、連続送信できる範囲で、適正レベルに
なるようにTNC側のレベルを調整(レベルアップ)します。

¡リトライが多いようであれば、再度レベル調整を行ってく
ださい。

各
種
機
能
の
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定
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■同一バンド同時受信(パラワッチ)機能

左(Left)/右(Right)の両バンドに[127Mバンド]、[145Mバン
ド]、[380Mバンド]、[433Mバンド]、[500Mバンド]の周波
数をそれぞれ設定して、同一バンドの同時受信ができます。
これをパラワッチといいます。

MAIN MAIN

MAIN MAIN

MAIN MAIN

MAIN MAIN

MAIN
BAND

MAIN
BAND

MAIN
BAND

MAIN
BAND

¡144MHz帯のパラワッチ� ¡430MHz帯のパラワッチ�

を長く押す� を長く押す�

で選択� で選択�

短く押す� 短く押す�

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

[MAIN BAND]

[DIAL]

[MAIN BAND]

[DIAL]

SET

MAIN

DVHF-VHF/UHF-UHFのパラワッチを設定する
q右(Right)バンドの[MAIN BAND]を長く(ピッ、ピーと鳴
るまで)押して、運用バンドの選択状態にします。

w右(Right)バンドの[DIAL]を回して、145Mバンド(430M
バンド)を設定します。

e右(Right)バンドの[MAIN BAND]を短く押して、周波数
表示に戻します。

r右(Right)の[DIAL]を回して、運用周波数を設定します。
t左(Left)バンドの[MAIN BAND]を長く(ピッ、ピーと鳴る
まで)押して、運用バンドの選択状態にします。

y左(Left)バンドの[DIAL]を回して、145Mバンド(430Mバ
ンド)を設定します。

u左(Left)バンドの[MAIN BAND]を短く押して、周波数表
示に戻します。

i左(Left)バンドの[DIAL]を回して、運用周波数を設定します。
oVHFまたはUHFによる、同一バンドの同時受信ができます。
※表示中のバンドで同一バンドの同時受信を行うときは、右
(Right)バンドまたは左(Left)バンドのどちらかを設定します。

※ 送信はMAINバンドで行います。
※MAINバンドで送信中、もう一方のバンドは自動的にミュ
ートされ、受信できなくなります。
このとき、メモリー表示部の運用状態(VFO/メモリー/
CALL-CH)と“SI”を交互に表示します。

※M-CHは、左(Left)/右(Right)の両バンドを共通で使用し
ます。

※ チューニングステップは、左(Left)/右(Right)の両バン
ドで個別に設定できます。

※ 他のバンドも同様の操作方法でパラワッチができます。
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■ユーザーファンクションの使いかた

コントローラー(前面パネル)の各キーに割り当てている機能
を、HM-118N(付属マイクロホン)の[UP]/[DN]スイッチに
割り当てて操作できる便利な機能です。
[PWR]を除くすべてのキーに有効です。

Dユーザーファンクションの設定
《例》HM-118Nの[UP]スイッチに左(Left)バンドの[MAIN

BAND]キーの機能を割り当てる

q [PWR]を長く押して、いったん電源を切ります。
wHM-118N(付属品)の[UP]スイッチと左(Left)バンドの
[MAIN BAND]を押しながら[PWR]を長く押して、電源を
入れます。
※以後、HM-118N(付属品)の[UP]スイッチを短く押す
と、MAINバンドを設定します。

また、長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、運用バンドの選
択状態となり、左(Left)バンドの[MAIN BAND]と同じ機
能となります。
※同様の方法で[DN]スイッチにも、コントローラーの各キ
ー機能を割り当てることができます。

※コントローラーの左(Left)バンドのキーを割り当てたと
きは、左(Left)バンドのみ有効で、MAINバンドに関係な
く動作します。
ただし、 [DUP MONI]、 [TONE DTMF]、 [LOW
PRIO]を割り当てときは、MAINバンドに対して動作し
ます。

Dユーザーファンクションの解除
q [PWR]を長く押して、いったん電源を切ります。
wユーザーファンクションに設定した、[UP]または[DN]ス
イッチを押しながら[PWR]を長く押して、電源を入れます。

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

SET

[PWR]

[UP] [MAIN BAND]

MAIN

マイクロホンの[UP]スイッチと左(Left)バンドの[MAIN BAND]�
を押しながら[PWR]を長く(約1秒以上)押して電源を入れる�

HM-118N
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■ビープ音について

キーを操作したときに、その操作が有効か無効かを下記のよ
うにビープ音で知らせる機能です。
ビープ音は、左(Left)バンドを低音、右(Right)を高音にして
います。
¡ビープ音の種類

“ピッ” ：短く押すキー操作が正しいとき
“ピッ、ピー” ：長く押すキー操作が正しいとき
“プッ” ：キー操作が無効のとき
“ピッ、ピピ” ：メモリー書き込み操作が正しいとき

※イニシャルSETモードの｢ビープ(操作音)の設定｣項目
(�P51)で、ビープ音の“ON(鳴る)/OFF(鳴らない)”が設
定できます。

不用意にツマミやキーに触れても、周波数や運用状態が変わ
らないようにする機能です。
¡ [SET ]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すごとに、ロ
ック機能が“ON/OFF”します。
ロック中は、ディスプレイのメモリー表示部にロック表示
“L”を点灯します。

※何れの状態においても、[MAIN BAND](長押しのみ)、
[DUP  MONI](長押しのみ)、[SET ](長押しのみ)、
[PWR]キーと[SQL]、[VOL]ツマミはロックしません。

■キーロック機能の使いかた

■オートパワーオフ機能の使いかた

このタイマーは、電源の切り忘れを防止するための機能です。
運用を終了し、何も操作しない状態が設定したタイマー時間
まで続くと、“ピー”音が5回鳴って電源が自動的に切れます。

D イニシャルSETモードの｢オートパワーオフ機能の設定｣項
目(�P51)で時間を設定することができます。

¡30(30分)/1H(1時間)/2H(2時間)の指定時間がすぎると、
電源が自動的に切れます。
タイマーを1回セットすると、電源を入れるたびにタイマ
ーが動作します。

※使用しないときは、“OFF”にしておきます。

■タイムアウトタイマー機能の使いかた

送信時間を監視し、設定した時間になると強制的に送信を禁
止する機能です。
設定したタイマー時間になると、強制的に送信を禁止します。

D イニシャルSETモードの｢タイムアウトタイマー機能の設
定｣項目(�P51)で、タイムアウトタイマー時間を設定する
ことができます。

¡3/5/15/30分の中から設定できます。
※設定した時間の10秒前にビープ音を鳴らして知らせます。
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■クローニングについて

DOPC-474クローンケーブルについて
クローンとは、1台のIC-2720/Dに設定したメモリーの内容
やSETモードの設定内容を、他のIC-2720/Dに送出して、同
じ設定内容にする機能です。

¡クローンのしかた
q下図のようにOPC-474(別売品)で接続します。
w子機(クローン受信側)の電源を“ON”にします。
e親機(送出側)の操作
[M/CALL MW]を押しながら[PWR]を押して、電源を入
れます。“CLOnE”を表示します。
[M/CALL MW]を押します。
“OUt”を表示し、設定内容を送出します。

※子機(クローン受信側)が“End”を表示して、クローンが完了
します。

◎クローンには左記の本体間クローンの他に、パーソナルコ
ンピューター(PC)でクローンする方法があります。
PCクローンソフトウェアとしてCS-2720(英語版)があり
ますので、販売店におたずねください。

OPC-474

親機�

子機�

SP-2へ�

SP-2へ�

パーソナル�
コンピューター�

USBポートへ�

RS-232Cポートへ�
OPC-478 (RS-232Cタイプ)

OPC-478U (USBタイプ)

SP-2

SP-2へ�
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0.5秒以上押し続けると、コントローラー、
マイクロホンのスイッチやキーの働きを無
効にします。

w

e

r

q

!1

y

u

o
i

マイク部�

!0

t

橙色�

緑色�黒色�

�

÷ 0.5秒以上押し続けると、スキャンが動作
します。

÷スキャン動作中に押すと、スキャンを解
除します。

■HM-133(多機能マイクロホン)について

÷コントローラーの[DIAL]ツマミと同じ動
作をします。

÷運用周波数の設定、M-CHの呼び出しなど
ができます。▲(UP)キー

▼(DN)キー

q

キーの名称No お も な は た ら き

e

LED 1
(送受信表示)

16キー

÷ 16キーを押すと、黒色で表記した機能が
動作します。

÷ [T-OFF ENT C]キーを押したあとに、数
字(0～9)キーを押すことで、周波数(VFO
モード時)、またはM-CH(メモリーモード
時)の設定ができます。

w
÷いずれかのキーを押しているとき、また
は送信中のときに赤色に点灯します。

¡16キーを押すと黒色で表記した機能が動作します。
¡[FUNC]キーにつづけて押すと、緑色で表記した機能が動
作します。

¡[DTMF-S]キーにつづけて押すと、橙色で表記した機能が
動作します。 VFOキー

t

周波数を設定するVFOモードにします。
(�P20)
※1MHzステップの設定はできません。

LOCK(ロック)
キー

÷送信と受信を切り替えます。(�P18)
÷スイッチを押しながら、マイク部に向か
って話しかけてください。

÷スイッチを離すと受信に戻ります。

PTTスイッチr

別売品のHM-133はMAINバンドに対して、動作します。
必ず、MAINバンドを確認してから操作してください。
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0.5秒以上押すと、CALL-CHモードを設定
します。(�P20)
※CALL-CHモードのときは、押しても機
能しません。

MR(メモリーモ
ード)キー

CALL(コールチ
ャンネル)キー

y

メモリーモードを設定します。
(�P20)
※メモリーモードのときは、押しても機能
しません。

BAND(バンド)
キー

u

MAINバンドを設定します。
※1回押すごとに、MAINバンドを切り替
えます。

[F-1]キーにメモリーしている内容を呼び
出します。(初期設定：145.000MHz)

[F-1]キー

[F-2]キー

i

o

!1

DTMF-Sキー

FUNC(ファン
クション)キー

16キーの橙色の機能を選択するためのキー
です。
このキーを押すとLED 2が橙色に点灯し、
16キーを押すと、橙色で表記した機能が動
作します。

LED 2
• [FUNC]キーを押すと橙色に点灯します。
• [DTMF]キーを押すと緑色に点灯します。

!0

16キーをDTMF信号として動作させるため
のキーです。
(DTMF運用については�P55参照)
このキーを押すとLED 2が緑色に点灯し
て、16キーがDTMF信号として動作します。
もう一度押すと、LED 2が消灯して、
DTMFを解除します。

キーの名称No お も な は た ら き スイッチの名称No お も な は た ら き

[F-2]キーにメモリーしている内容を呼び
出します。(初期設定：433.000MHz)

MAIN

音量レベルを表示する�

MAIN

スケルチレベルを表示する�

¡音量調整時の表示 ¡スケルチ調整時の表示

11
別
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[FUNC]キーにつづけて押したとき

モニター機能を“ON/OFF”します。 (�P22、27)

スキャンの｢スタート/ストップ｣を行います。 (�P39、40)

プライオリティスキャンの｢スタート/ストップ｣を行います。
(�P41、42，43)

送信出力を｢HIGH｣パワーにします。 (�P18)

送信出力を｢MID｣パワーにします。 (�P18)

送信出力を｢LOW｣パワーにします。 (�P18)

デュプレックス運用モードにします。(マイナスシフト)
(�P28)

デュプレックス運用モードにします。(プラスシフト)
(�P28)

デュプレックスモードを解除し、シンプレックスモードにします。
(�P28)

受信音量をアップ(ツマミを右へ回すのと同じ)します。
(�P17)

運用バンドの選択状態にします。 (�P19)

トーンスキャンの｢スタート/ストップ｣を行います。
(�P63)

ワンタッチPTT機能を“ON/OFF”します。

DTCS機能を“ON”にします。 (�P55)

DTCSによるポケットビープ機能を“ON”にします。 (�P61)

DTMFメモリーの運用モードにします。 (�P55)

トーンエンコーダーを“ON”にします。 (�P61)

CTCSSによるポケットビープ機能を“ON”にします。
(�P61)

トーンスケルチ機能を“ON”にします。 (�P61)

1750Hzのトーンを押しているあいだ送出します。
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D16キーのはたらき

16キー 単 独 で 押 し た と き

■HM-133(多機能マイクロホン)について (つづき)



短く押すとセレクトメモリー状態になります。 (�P32)
長く(約１秒以上)押すとメモリーに書き込みができます。

(�P32)

DTMFの運用モードを解除します。 (�P55)

トーンエンコーダー/ポケットビープ/トーンスケルチ機能を
“OFF”にします。 (�P61)

両バンドの受信音をミュートします。

16キーおよび[DTMF-S]キーを無効にします。 (�P72、73)

1750Hzのトーンを500mS送出します。

置数入力中の表示をクリアします。

SETモードにします。 (�P44)
SETモード中は次項目に進みます。

周波数の置数またはM-CHの置数ができます。

スケルチレベルをアップ(ツマミを右へ回すのと同じ)します。
(�P17)

スケルチレベルをダウン(ツマミを左へ回すのと同じ)します。
(�P17)

受信音量をダウン(ツマミを左へ回すのと同じ)します。
(�P17)
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[FUNC]キーにつづけて押したとき単 独 で 押 し た と き16キー

11
別
売
品
に
つ
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て

【ご注意】
1kHz桁の入力において、チューニングステ
ップにより、入力を受け付けない場合があ
ります。このときは、いったん[0](数値)を
入力し、[DIAL]で周波数をセットしてくだ
さい。

¡16キーによる周波数設定
〔周波数設定の入力例〕
¡435.680MHzの設定
[ENT] [4] [3] [5] [6] [8] [0]と押す

¡439.540MHzの設定
[ENT] [4] [3] [9] [5] [4] [0]と押す

¡433.000MHzの設定
[ENT] [4] [3] [3] [0] [0] [0]と押す

〔M-CH設定の入力例〕
¡5CH [ENT] [0] [0] [5]と押す
¡10CH [ENT]  [0][1] [0]と押す
¡199CH [ENT]  [1][9] [9]と押す

¡1ACH [ENT] [1] [M]と押す
¡1bCH [ENT] [1] [＃]と押す
¡5ACH [ENT] [5] [M]と押す
¡5bCH [ENT] [5] [＃]と押す
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◆[F-1]/[F-2]キーについて

[F-1]と[F-2]キーは、メモリーキーとして動作しています。
[F-1]または[F-2]キーにメモリーしている内容を、MAINバンドに
呼び出します。
※初期設定で下記の周波数を設定しています。

[F-1]：“145.000MHz”
[F-2]：“433.000MHz”

◆ファンクション機能について

[FUNC]キーにつづけて、[F-1]または[F-2]キーを短く押すと、
[F-1]または[F-2]キーにメモリーしている内容を、左(Left)/右
(Right)両バンドに呼び出します。
※初期設定で下記の周波数を設定しています。
[FUNC]＋[F-1]：左(Left)バンド “145.000MHz”

右(Right)バンド “433.000MHz”
[FUNC]＋[F-2]：左(Left)バンド “145.000MHz”

右(Right)バンド “433.000MHz”

D [F-1]/[F-2]キーのはたらき

MAIN

MAIN

約1秒間“F2”を表示して、[F-2]スイッチ�
にメモリーしている内容を表示する�

マイクロホンの[F-2]スイッチを押す�

MAIN

MAIN

マイクロホンの[FUNC]＋[F-2]スイッチを押す�

約1秒間 ALL   F-1を表示して、�
メモリーしている内容を表示する�

■HM-133(多機能マイクロホン)について (つづき)



■MB-85の使いかた
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◆[F-1]/[F-2]キーへの書き込みかた

¡MAINバンドの内容を書き込む
[F-1]または[F-2]を長く(ピッ、ピピ)押すと、MAINバンドに設
定している内容を書き込みます。

※メモリーできる内容
運用周波数、オフセット周波数、デュプレックスのON/OFF、
シフト方向、トーンスケルチのトーン周波数と運用モードの
ON/OFF、送信出力の設定状態

¡左右両バンドの内容を書き込む
[FUNC]を押して(LED2が橙色に点灯)、[F-1]または[F-2]を
長く(ピッ、ピピ)押すと、左(Left)/右(Right)の両バンドに設定
している内容を書き込みます。

※メモリーできる内容
運用周波数、オフセット周波数、デュプレックスのON/OFF、
シフト方向、トーンスケルチのトーン周波数と運用モードの
ON/OFF、送信出力の設定状態、SETモード

11

別売品のMB-85(コントローラー/本体一体化キット)を使用
することにより、コントローラーと本機を一体化することが
できます。
取り付け方法は、下図を参照してください。
qコントローラーとMB-85を付属のネジで取り付けます。
wMB-85付属の接続ケーブル(OPC-1134)でコントローラ
ーと本体を接続します。

eMB-85を本体に取り付けます。

別
売
品
に
つ
い
て



ご参考に12

77

静電気などによる外部要因で、CPUが
誤動作してディスプレイの表示がおかし
くなったときは、オールリセット操作を
してください｡

¡オールリセット
運用モード、VFO周波数、バンド、
受信モード、チューニングステップ
(TS)、M-CH、メモリーバンク、
SETモード、イニシャルSETモード
など

¡パーシャルリセット
運用モード、VFO周波数、バンド、
受信モード、SETモード、イニシャ
ルSETモードなど

Dオールリセットの操作
q [PWR]を長く押し、いったん電源を
切ります。

w左(Left)バンド、右(Right)バンドの
[M/CALL MW]を同時に押しながら
[PWR]を長く押して、電源を入れま
す。

w左(Left)バンドの表示部に“CLEAr”
を表示したあと、ビープ音がなり初
期表示になります。

■リセット操作について

Dパーシャルリセットの操作
q [PWR]を長く押し、いったん電源を
切ります。

w左(Left)バンド、右(Right)バンドの
[V/MHz SCAN]を同時に押しなが
ら[PWR]を長く押して、電源を入れ
ます。
※また、個別にパーシャルリセツト
を行うことができます。
左(Left)バンドまたは右(Right)バ
ンドの[V/MHz SCAN]を押しな
が[PWR]を長く押して、電源を入
れます。

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

[PWR]

[M/CALL MW] [M/CALL MW]

SET

MAIN

CLEArを表示したあと�
初期設定表示になる�

MAIN
BAND

SCAN

MW

V/MHz

M/CALL

MAIN
BAND

SCAN
V/MHz

MW
M/CALL

VOLVOL

PWR

DIALDIAL
SQLSQL

DUP
MONI

TONE
DTMF

LOW
PRIO

DUAL BAND FM TRANSCEIVER i2720

[PWR]

[V/MHz SCAN] [V/MHz SCAN]

SET

MAIN

初期設定表示になる�
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■ヒューズの交換 ■故障のときは

¡ヒューズの交換のしかた

R警告
指定以外のヒューズは絶対
に使用しないでください。
また、ヒューズのないDC
電源ケーブルは使用しない
でください。
発火、火災などの原因とな
ります。

¡ヒューズの定格

IC-2720 ：15A

IC-2720D ：20A

ヒューズが切れ、本機が動作しなくなった場合は、原因を取
り除いた上で、定格のヒューズと交換してください。

qDC電源ケーブルのヒューズホルダーは、下記を参照して
ヒューズホルダーを開きます。

w切れたヒューズを取り出し、新しいヒューズを元どおりに
納めます。

¡保証書について

保証書は販売店で所定事項(お買い上げ日、販売店名)を記入の
うえお渡しいたしますので、記載内容をご確認いただき、大
切に保管してください。

¡修理を依頼されるとき
｢故障かな？と思ったら(�P79)｣にしたがって、もう一度調べ
ていただき、それでも具合の悪いときは、次の処置をしてく
ださい。

お買い上げの販売店にご連絡ください。
保証規定にしたがって修理させていただきますので、保証書
を添えてご依頼ください。

お買い上げの販売店にご連絡ください。
修理することにより機能を維持できる製品については、ご希
望により有料で修理させていただきます。

¡アフターサービスについてわからないときは
お買い上げの販売店または弊社各営業所サービス係にお問い
合わせください。

保証期間後は

保証期間中は

12
ご
参
考
に



79

12 ご参考に

下表にあげた状態は故障ではありませんので、修理に出す前にもう一度点検してください。
それでも異常があるときは、弊社各営業所のサービス係まで、その状態を具体的にご連絡ください。

■故障かな？と思ったら

状　　　　態

¡電源が入らない

¡周波数の設定ができない

¡送信しても応答がない

¡電波が出ないか、電波が弱い

¡感度が悪く、強い局しか聞こえな
い

¡スピーカーから音が出ない

原　　　　因

◎DC電源ケーブルの接続不良
◎電源の逆接続
◎ヒューズの断線

◎キーロック機能が動作している
◎メモリーモードまたはCALL-CHモー
ドになっている

◎デュプレックス運用になっていて、送
受信の周波数が違っている

◎送信出力が“LOW”または“MID”にな
っている
◎同軸ケーブルの断線またはショート

◎同軸ケーブルの断線またはショート
◎アッテネーターが“ON”になっている

処　　　　　　置

'接続をやりまおす
'正常に接続し、ヒューズを取り替える
'原因を取り除き、ヒューズを取り替える

'キーロック機能を解除する
'[V/MHz SCAN]を短く押し、VFOモードにする

'[DUP MONI]を短く押し、デュプレックス運用を
解除し、送受信の周波数を同じにする

'[LOW PRIO]を短く押し、“HIGH”パワーにする

'同軸ケーブルを点検し、正常にする

'同軸ケーブルを点検し、正常にする
'アッテネーターを“OFF”にする

参照

P7
P7、78
P78

P69
P20

P28

P18

P8

P8
P22

◎音量が小さくなっている
◎スケルチレベルが最大になっている
◎外部スピーカーの接続不良

'[VOL]を調整する
'[SQL]を調整する
'外部スピーカープラグが正常に接続されているか、
またはケーブルが断線していないかを点検する

P17
P17
P14

◎サブバンドオートミュート機能が動作
している

'サブバンドオートミュート機能を“OFF”にする¡サブバンドが受信できない P54

◎マイクコネクターの接続不良 'マイクコネクターの接続ピンを点検する¡変調がかからない P4

¡1MHzステップの可変操作になら
ない

◎メモリーモードまたはCALL-CHモー
ドになっている

'[V/MHz SCAN]を短く押し、VFOモードに戻し、
再度[V/MHz SCAN]を押す

P20
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P20

P31、32

状　　　　態 原　　　　因 処　　　　　　置 参照

¡プログラムスキャンが動作しない ◎VFOモードになっていない

◎PROGRAM-CH(1A/1b、2A/2b、
3A/3b、4A/4b、5A/5b)に同じ周波
数が書き込まれている

'[V/MHz SCAN]を短く押し、VFOモードにする

'PROGRAM-CH(1A/1b、2A/2b、3A/3b、
4A/4b、5A/5b)に違う周波数を書き込む

¡周波数表示が異常な表示になってい
る

◎CPUが誤動作している 'リセット操作を行う P77

¡メモリースキャンが動作しない ◎メモリーモードになっていない

◎M-CHに2CH以上書き込まれていない

'[M/CALL MW]を短く押し、メモリーモードに
する

'2CH以上をM-CHに書き込む

P20

P31、32

¡マイクロホンの[PTT]スイッチで送
信しても、途中で受信状態になる

◎タイムアウトタイマー機能が動作して
いる

'タイムアウトタイマー機能を“OFF”にする P51

12
ご
参
考
に
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■一般仕様
¡送 信 周 波 数 範 囲 ：144.000～146.000MHz

430.000～440.000MHz
¡受 信 周 波 数 範 囲 ：

¡使　用　温　度　範　囲：－10℃～＋60℃
¡周　波　数　安　定　度：±10PPM以内(－10℃～＋60℃)
¡周　波　数　分　解　能：5、10、12.5、15、20、25、30、50kHz
¡M-CH(メモリーチャンネル)：212CH

(PROGRAM-CH 1A～5B：10ＣＨ、CALL-CH：

2CHを含む)

¡電 　 源 　 電 　 圧 ：DC 13.8V± 15％
¡接 　 地 　 方 　 式 ：マイナス接地
¡電 　 波 　 型 　 式 ：FM、AM(受信のみ)
¡アンテナインピーダンス：50Ω不平衡
¡外 　 形 　 寸 　 法 ：コントローラー

140(W)×50(H)×24.5(D)mm
(突起物を除く)
本体
140(W)×40(H)×187(D)mm
(突起物を除く)

¡重　　　　　　　　　量：約1.4kg 
(本体、コントローラー、コントローケーブル含む)

¡変 　 調 　 方 　 式 ：FMリアクタンス変調
¡最 大 周 波 数 偏 移 ：±5kHz
¡マイクロホンインピーダンス：600ø
¡スプリアス発射強度：－60dB以下
¡送信出力 / 消費電流：DC 13.8V時(typ.値)

■送信部

BAND

144MHz帯

430MHz帯

Hi 消費電流 Low 消費電流

50W

35W

12.0A

11.0A

約5W

約5W

5.5A

5.0A

左(Left)バンド

118.000～252.895MHz

255.100～261.895MHz

266.100～270.895MHz

275.100～379.895MHz

382.100～411.895MHz

415.100～549.995MHz

右(Right)バンド

118.000～173.995MHz

375.000～379.895MHz

382.100～411.895MHz

415.100～549.995MHz

834.100～859.890MHz

889.100～914.890MHz

960.100～999.990MHz

Mid

約15W

約15W

消費電流
7.5A

7.5A

BAND

144MHz帯

430MHz帯

Hi 消費電流 Low 消費電流

20W

20W

7.5A

7.5A

約2W

約2W

4.0A

4.0A

Mid

約10W

約10W

消費電流
6.0A

6.0A

IC-2720D

IC-2720
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¡選 　 　 択 　 　 度 ：12kHz以上/6dB、30kHz以下/－60dB
¡受　信　消　費　電　流：最大出力時 1.8A typ.

受信待ち受け時 1.2A typ.
¡低　周　波　出　力：2.4W(typ.)(8Ω負荷 10％歪率時)
¡低周波負荷インピーダンス：8Ω

※測定値は、JAIA(日本アマチュア無線機器工業会)で定めた測定法によります。
※定格、外観、仕様などは、改良のため予告なしに変更することがありま
す。

¡受 　 信 　 方 　 式 ：ダブルスーパーヘテロダイン
¡中　間　周　波　数：

左(Left)バンド 1st ; 38.85MHz / 2nd ; 450kHz
右(Right)バンド 1st ; 46.05MHz / 2nd ; 455kHz

¡受 　 信 　 感 　 度 ：
(スプリアスポイントは除く)

■受信部

13

118.000～159.995MHz －15dB(0.18μV) －7dB(0.45μV)

160.000～179.995MHz －10dB(0.32μV)

180.000～219.995MHz ＋11dB(3.5μV)

220.000～259.995MHz －10dB(0.32μV) －2dB(0.79μV)

260.000～349.995MHz ＋10dB(3.2μV) ＋15dB(5.6μV)

350.000～347.995MHz －10dB(0.32μV) 0dB(1μV)

375.000～399.995MHz －13dB(0.22μV) －4dB(0.63μV)

400.000～499.995MHz －13dB(0.22μV)

500.000～549.995MHz －10dB(0.32μV)

118.000～159.995MHz －15dB(0.18μV) －7dB(0.45μV)

160.000～173.995MHz －14dB(0.2μV)

375.000～399.995MHz －13dB(0.22μV) －4dB(0.63μV)

400.000～499.995MHz －13dB(0.22μV)

500.000～549.995MHz －13dB(0.22μV)

834.100～859.890MHz －7dB(0.45μV)

889.100～999.990MHz 0dB(1μV)

周波数範囲 FM 12dB SINAD AM 10dB S/N

周波数範囲 FM 12dB SINAD AM 10dB S/N

左(Left)バンド

右(Right)バンド

定
　
格
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HM-133 多機能ハンドマイクロホン
HS-62 アーム付きフレキシブルマイクロホン

(別途 HS-15SB、OPC-589が必要)
HS-15SB HS-62用 PTTスイッチボックス
MB-17A ワンタッチマウントブラケット
MB-65 MB-84用マウントベース
MB-85 コントローラー/本体一体化キット
SP-7 固定用外部スピーカー
SP-10 外部スピーカー
SP-12 外部スピーカー(薄型タイプ)
OPC-345 DC電源ケーブル(3m/15A)補修用
OPC-347 DC電源ケーブル(7m/20A)
OPC-440 マイク延長ケーブル(5m)
OPC-441 スピーカー延長ケーブル(5m)
OPC-589 変換ケーブル

(モジュラー/8ピンマイクコネクター)
OPC-647 マイク延長ケーブル(2.5m)
OPC-1132 DC電源ケーブル(3m/20A)補修用
OPC-1154 フロントパネルセパーレートケーブル(3.5m)

補修用
OPC-1156 フロントパネル延長ケーブル(3.5m)

(中継コネクター付き)
CS-2720 クローンソフト(英語版)

(別途 OPC-478またはOPC-478Uが必要
です。)
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本機は、技術基準適合証明を受けた｢技敵証明送受信機｣です。
免許申請書類のうち｢無線局事項及び工事設計書｣は、次のように記入してください。

144MHz帯：20W�

430MHz帯：20W

144MHz帯：50W�

430MHz帯：35W

144MHz帯�

430MHz帯�
F2,F3

144MHz帯�

430MHz帯�
F2,F3

12.7V (13.8V時) 13.2V (13.8V時)

リアクタンス変調�

V V

本機の後面パネルに、技適証明マークと�
技適証明番号が印刷されたシールを貼っ�
ています。その番号を記入してください。�

R 技適証明JARD

�

技適マーク�

｢技適証明送受信機｣ですから、�
　記入する必要ありません。�

技適証明送受信機に付属装置(TNCや�
RTTYなど)、または付加装置(トラン�
スバーターやパワーブースターなど)を�
付ける場合は、非技適証明送受信機と�
なりますので、この部分をご記入くだ�
さい。�

使用する空中線の型式を�
記入してください。�

見本�

  144M

  430M

20

20

終
段
管�

名 称 個 数 �

電 圧 �

変 調 の 方 式 �

22 ｠工事設計�

変 更 の 種 類 �

定 格 出 力 �

発 射 可 能 な �

電波の型式、�

周波数の範囲�

送信空中線の型式� �

技術基準適合証明番号�

その他の工事設計�

02KN327 02KN326

取替｠増設｠撤去｠変更� 取替｠増設｠撤去｠変更� 取替｠増設｠撤去｠変更� 取替｠増設｠撤去｠変更�

第4送信機�第3送信機�第2送信機�第1送信機�

A 有（誤差　  ）B 無�周波数測定装置�

電波法第3章に規定する条件に合致している�添付図面� □送信機系統図�

, , ,)�
�

)�
�

周波数帯� 周波数帯�空中線電力� 空中線電力�　 電 波 の 型 式 　 � 　 電 波 の 型 式 　 �

21　希望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式�

,

,

,
,

,
,

,

,
,

,
,

,

,
,

,
,

,

,
,

,)�
�)�
�)�
�)�
�

)�
�

)�
�)�
�)�
�)�
�

)�
�

, , , ,)�
�

)�
�

,

. . . .

. . . .

. . . .

. . . .

. . . .

. . . .

. . . .

F2

F2

F3

F3

. . . .

. . . .

. . . .

. . . .

. . . .

. . . .

  430M 50 F2 F3

  144M 50 F2 F3

IC-2720

IC-2720

IC-2720D

IC-2720D

RD70HVF1×1 RD70HVF1×1

15

14
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■送信系統図(IC-2720/IC-2720D)

PLL IC�
MB15A02�
PFV

VCO�
2SC5231�
HVC321B

TX/RX SW�
UM9401F�
UM9957�
MA2S077�
MA2S111×2

APC CTRL�
TA75S01F�
DTA144EU

SWR DET�

MA742×2

LP FHPF

LPF
PRE AMP�

2SK2854

TX SW�

UM9401F×2

PWR AMP�

RD70HVF1

PRE DRIVE�

2SK3475

DRIVE AMP�

2SK3075

SWR DET�
MA2S728�

×2

TX/RX SW�
DTC144EU�
MA2S077�
UM9401F×8�
MA2S111×2

BUFFER�

NJM12902V

LP F

HPF

BUFFER�

2SC4226 

TX SW�

1SV308×2

BUFFER�

2SC5231 

VCO SW�

1SV308×2 

BUFFER�

2SC4403

BUFFER�

2SC4116

ATT

BUFFER�

2SC5231

BUFFER�

2SC5231

LOOP FIL�
2SA1586�
2SC4116�
DA221

VCO  �
2SC5231�
HVC375B×2�
HVC321B

BUFFER�

2SC5231 

LP F�
NJM�

12902V

IDC AMP�

NJM12902V

MIC AMP�
TA75S558F�
2SC4116 

BUFFER�

2SC4403

LIMIT�

DA221

LOOP FIL�
2SA1586�
2SC4116�
DA221

REV DET�
MA8047�
MA742

MIC

X1�
CR-718�
(12.8MHz)

PLL IC�
MB15A02�
PFV

144～146MHz�
430～440MHz

430～440MHz

430～440MHz

144～146MHz

144～146MHz

ANT

144MHz�
BAND

430MHz�
BAND

IC-2720 12.7V (13.8V)�

IC-2720D 13.2V (13.8V)

DATA IN

POWER DETPWR CON

MOD

MOD



■バンドの使用区分について
電波を発射するときは、下記の使用区分にしたがって運用してください。
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広帯域デジタル�

全電波型式 /�
実験・研究用�

呼出周波数・非常通信周波数�

AM/電話・電信・画像 ,CW FM/電話・電信・画像�CW

145.00

.50
.70 .50

.65

.80 146.00.40

.02 .10

.035
144.00

衛星�

 【注】144.02MHzから144.035MHzの周波数は、EME（月面反射通信）にも使用することができる。�

144MHz帯� 周波数：MHz

非常通信周波数�

非常通信周波数�

狭帯域デジタル�
EME 

全電波型式 /�
実験・研究用�

430MHz帯� 周波数：MHz

非常通信周波数�

広帯域デジタル�

AM/電話・電信・画像 ,CW FM/電話・電信・画像�

FM/電話・電信・画像�

CW
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¡サービスについてのお問い合わせは各営業所サービス係宛にお願いします。

本　　　　社　547ｰ0003  大阪市平野区加美南1 1ーｰ32�
北海道営業所　060ｰ0041  札幌市中央区大通東9 1ー4　　　　TEL 011ｰ251ｰ3888�
仙台営業所　983ｰ0857  仙台市宮城野区東十番丁54 1ー　TEL 022ｰ298ｰ6211�
東京営業所　130ｰ0021  東京都墨田区緑1ｰ22 1ー4　　　　　TEL 03ｰ5600ｰ0331�
名古屋営業所　468ｰ0066  名古屋市天白区元八事3ｰ249　  TEL 052ｰ832ｰ2525�
大阪営業所　547ｰ0004  大阪市平野区加美鞍作1ｰ6ｰ19　TEL 06ｰ6793ｰ0331�
広島営業所　733ｰ0842  広島市西区井口3 1ー 1ー　　             TEL 082ｰ501ｰ4321�
四国営業所　760ｰ0071  高松市藤塚町3 1ー9ｰ43　　　　　　TEL 087ｰ835ｰ3723�
九州営業所　815ｰ0032  福岡市南区塩原4ｰ5ｰ48　　　　　 TEL 092ｰ541ｰ0211

高品質がテーマです。�
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